
常葉保育所の運動会（R4.9.17）常葉保育所の運動会（R4.9.17）

○第３回定例会議案説明○第３回定例会議案説明…………………………22
○決算報告○決算報告…………………………………………………………44
○○常任委員会レポート常任委員会レポート………………………………66
○○定例会　質疑定例会　質疑………………………………………… 1111
○○議案に対する賛否議案に対する賛否……………………………… 1212
○○一般質問（７人）一般質問（７人）… ………………… ……………… 1313
○○第3回臨時会議案説明第3回臨時会議案説明………………………… 2121
○○町長行政報告町長行政報告………………………………………… 2222
○○モニター通信モニター通信………………………………………… 2323
○○おじゃましますおじゃまします…………………………………… 2424

みんなみんな
 ひとつに
 ひとつに

2022
9月定例会

No.72

あなたと町政を結ぶあなたと町政を結ぶ

議会だより
みのぶ



No.72 みのぶ議会だより　2

第３回定例会主な議案 and 決まったこと
令和４年第３回定例会のあらまし

　第３回定例会は、令和４年９月６日から９月16日までの11日間の会期で開催された。
　今定例会では、令和3年度身延町一般会計および特別会計歳入歳出決算認定案をはじめ、条例の
一部を改正する案３件、令和4年度身延町一般会計補正予算案2件、特別会計補正予算案3件、請願
１件、報告案1件、同意案5件、および発議案1件審議がされ、いずれも可決されました。
　なお、9月7日の一般質問では7人の議員が登壇し、町政全般にわたり活発な質問が展開され、町
当局の考え方を問いただした。

認
定
・
報
告

●�

令
和
３
年
度
身
延
町
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

〇
一
般
会
計

　

決
算
収
支
状
況
は
、
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
友
に
、
実
質
収

支
に
お
い
て
黒
字
決
算
と
な
っ
て

い
る
、
職
員
の
経
費
節
減
、
事
務

事
業
の
効
率
的
な
執
行
な
ど
、
積

極
的
な
努
力
が
見
受
け
ら
れ
る

と
報
告
が
あ
り
、
議
会
の
認
定
に

付
さ
れ
担
当
所
管
ご
と
に
審
査
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー

ジ
に
て
説
明
記
載
。

●�

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
身

延
町
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
報
告

��〈
代
表
監
査
委
員　

中
澤
俊
雄
〉

　

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く

財
政
健
全
化
審
査
を
実
施
し
た
結

果
、地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
算

定
さ
れ
た
各
比
率
は
、早
期
健
全

化
基
準
を
そ
れ
ぞ
れ
下
回
っ
て
い

る
。徳
に
実
質
公
債
費
比
率
は
、前

年
度
同
様
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
施
策
・
事
業
の
選
択

等
に
よ
る
経
費
の
節
減
、
町
債
の

発
行
・
繰
り
上
げ
償
還
の
工
夫
等
、

中
・
長
期
的
な
財
政
計
画
に
基
づ

き
、
財
政
運
営
を
行
な
い
、
引
き

続
き
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ら

れ
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
大
規

模
な
事
業
に
備
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
報
告
が
あ
っ
た
。

条
例
改
正

●�

身
延
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
参
加
を
勧

奨
す
る
た
め
の
条
例
改
正
。

●�

身
延
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
き
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
活
用
し
、
特
定

事
業
契
約
を
締
結
し
た
事
業
者
に

当
該
施
設
の
管
理
運
営
を
行
わ
れ

る
場
合
は
、
非
公
募
に
て
同
事
業

者
を
指
定
管
理
者
と
し
て
選
定
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
条
例
改

正
。

●�

身
延
町
公
共
物
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

小
水
力
発
電
に
対
応
す
る
流
水

占
用
の
項
目
を
設
け
る
た
め
の
条

例
改
正

同
意

●�

身
延
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
）

氏
名　

馬
場　

泰
（
下
部
地
区
）

　
　
　
　
　

任
期　

令
和
４
年
11
月
19
日
～

　
　
　

令
和
８
年
11
月
18
日

●�

身
延
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
）

氏
名　

秋
山
和
子
（
中
富
地
区
）

　
　
　
　
　

氏
名　

高
野
恒
徳
（
下
部
地
区
）

　
　
　
　
　

氏
名　

柿
島
利
巳
（
身
延
地
区
）

　
　
　
　
　

任
期　

令
和
４
年
11
月
19
日
～

　
　
　

令
和
７
年
11
月
18
日

●�

身
延
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

（
地
方
公
務
員
法
第
９
条
の
２
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
）

氏
名　

笠
井
一
雄
（
中
富
地
区
）

任
期　

令
和
４
年
11
月
19
日
～

　
　
　

令
和
８
年
11
月
18
日
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補
正
予
算

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
７
７

６
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
総
額
１
１
２
億
６
０
３
０

万
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
額
の
内
訳

（
歳
入
）

・
国
庫
支
出
金	

５
６
９
６
万
円

・
県
支
出
金	

４
４
４
万
円

・
財
産
収
入	

１
６
９
万
円

・
繰
入
金	

２
億
７
０
０
９
万
円

・
繰
越
金	

１
億
４
８
７
２
万
円

・
町
債	

２
２
０
０
万
円

（
歳
出
）

・	

総
務
管
理
費
（
旧
下
部
中
学
校

校
舎
内
渡
り
廊
下
天
井
修
繕

14
万
６
０
０
０
円
増
額
、
活
力

あ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
事
業

補
助
金
50
万
円
増
額
）

・	

防
災
対
策
事
業
費
（
防
犯
灯
建

設
事
業
補
助
金
２
７
０
万
円
増

額
）

・	

社
会
福
祉
費
（
令
和
３
年
度
障

害
者
自
立
支
援
医
療
給
付
事

業
、
療
養
介
護
医
療
給
付
費
事

業
等
の
超
過
交
付
に
伴
う
償
還

金
６
０
６
万
円
増
額
）

・	

衛
生
費（
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
操
出
金
７
１
３
万
円
増
額
）

・	

農
業
費
（
ヤ
マ
メ
の
里
跡
地
整

備
業
務
委
託
３
３
６
万
円
、
ヤ

マ
メ
の
里
撤
去
費
７
７
９
５
万

円
、
大
豆
漉
し
機
１
台
、
大

豆
攪
拌
混
合
器
１
台
購
入
費

３
２
４
万
円
、
下
田
原
・
古
関

地
区
鳥
獣
害
防
止
柵
移
設
工
事

４
６
８
万
円
増
額
）

・	
観
光
費
（
本
栖
湖
い
こ
い
の
森

キ
ャ
ン
プ
場
内
の
県
有
地
借
地

料
28
万
４
０
０
０
円
増
額
）

・	

道
路
橋
梁
費
（
町
道
修
繕
費
４

　

２
０
万
円
、
各
地
区
道
路
整
備

　

費
３
０
０
０
万
円
、
道
路
橋
梁

　

新
設
改
良
事
業
費
５
４
２
３
万

　

９
０
０
０
円
増
額
）

・	

住
宅
費
（
西
嶋
団
地
内
舗
装
工

事
２
０
０
万
円
増
額
）

・	

小
学
校
費
（
身
延
清
稜
小
学
校

　

玄
関
雨
漏
り
修
繕
57
万
２
０
０

　

０
円
増
額
）

・	

体
育
施
設
整
備
費
（
下
部
グ

ラ
ウ
ン
ド
ト
イ
レ
設
置
及
び

下
部
体
育
館
ト
イ
レ
改
修
費

１
１
９
２
万
円
増
額
）

・	

公
債
費
（
長
期
借
入
金
補
償
元

金
３
億
５
５
５
万
２
０
０
０
円

増
額
）

・	

基
金
費
（
教
育
施
設
整
備
基
金

費
55
万
３
０
０
０
円
増
額
）

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
万
５
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総

額
16
億
６
０
１
４
万
２
０
０
０
円

と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
県
支
出
金	

16
万
５
０
０
０
円

（
歳
出
）

・
総
務
管
理
費
（
国
保
事
業
報
告

シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
業
務
委
託

16
万
５
０
０
０
円
増
額
）

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
１
７
６

　

万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

　

入
歳
出
総
額
23
億
５
０
８
９
万

　

２
０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
越
金

　
　

４
１
７
６
万
６
０
０
０
円

（
歳
出
）

・
還
付
金
及
び
還
付
加
算
金
（
第

　

１
号
被
保
険
者
還
付
金
１
１
６

　

	

万
６
０
０
０
円
、
国
庫
支
出
金

等
償
還
金
４
０
６
０
万
円
増
額
）

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
６
９
万

　

６
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

　

歳
出
総
額
７
憶
１
２
４
０
万
６

　

０
０
０
円
と
す
る
。

〇
主
な
増
減
の
内
訳

（
歳
入
）

・
繰
入
金	

７
１
３
万
２
０
０
０
円

・
繰
越
金	

56
万
４
０
０
０
円

（
歳
出
）

・	

水
道
維
持
費
（
簡
易
水
道
管
理

費
７
６
０
万
円
増
額
）

・	

公
債
費
（
簡
易
水
道
公
債
費

９
万
６
０
０
０
円
増
額
）

追
加
議
案

補
正
予
算

●�

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
に
、
４
９
８
万
４
０

　

０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
、

　

歳
入
歳
出
総
額
１
１
２
億
６
５

　

２
８
万
４
０
０
０
円
と
す
る
。

（
歳
入
）

・
繰
越
金	

４
１
３
万
４
０
０
０
円

・
諸
収
入	

85
万
円

（
歳
出
）

・	

観
光
費
（
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
出
展
ブ
ー
ス
支
援
委

託
事
務
費
２
７
６
万
２
０
０
０

円
他
）

※�

東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

	　

地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、10
月
22
日（
土
）

に
富
士
河
口
湖
町
で
開
催

発
議

●�

発
議
第
５
号　

加
配
定
数
の
振

り
替
え
に
よ
ら
な
い
小
学
校
35

人
学
級
の
実
施
、
中
学
校
で
の

35
人
学
級
の
実
施
、
教
職
員
定

数
改
善
、
及
び
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め

の
意
見
書
案

・	

全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
、
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
提
出

※
議
員
発
議
と
は

　
　

議
案
は
、
通
常
町
長
か
ら

提
案
さ
れ
ま
す
が
、
議
員
も

し
く
は
委
員
会
か
ら
も
発
議

（
提
案
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
議
員
発
議
で
は
主
に
意

見
書
、
決
議
条
例
案
等
が
提

案
さ
れ
ま
す
。
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対 前 年 度 比対 前 年 度 比 7.57.5 ％％ 減減

を  を  認定認定！！
決 算 議 会

9月6日〜16日
11日間

９月定例会

※その他
・分担金及び負担金	 0.5％
・財産収入	 0.3％
・寄	付	金	 0.3％
計　1億1980万円

グラフ青色
依存財源 71.8％
75 億 9436 万円

グラフ緑色
自主財源 28.2％
29 億 8960 万円

歳入合計
105億8396万円

歳出合計
95億6129万円

・議　会　費　0.7%
・労　働　費　0.0%

計　6775万円

地方交付税
44.4%

46億9923万円

国庫支出金
9.9%

10億4765万円町債8.3%
8億7460万円

繰越金　8.0%
8億4604万円

繰入金　4.8%
5億1198万円

※その他1.1%
1億1980万円

諸収入0.9%
9751万円

町税12.6%
13億3578万円

地方消費税交付金2.9%
3億227万円
県支出金4.5%
4億7744万円

その他交付金1.0%
9595万円

使用料及び手数料0.7%
　7849万円

地方譲与税0.9%
9722万円

※ここに記載の数字は1万円未満を端数処理してあります。

民生費21.3%
20億3740万円

総務費25.3%
24億1790万円

教育費13.7%
13億1494万円

衛生費9.3%
8億9422万円

土木費9.4%
8億9508万円

消防費1.7%
1億5967万円

商工費1.3%
1億2065万円

農林水産業費4.3%
4億873万円

諸支出金7.7%
7億3372万円

公債費5.3％
5億1123万円

〇一般会計歳入・歳出決算（目的別）のなかみ
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歳出歳出
総額総額

令 和 ３ 年度 一 般 会 計 決 算令 和 ３ 年度 一 般 会 計 決 算

９５９５億億６１２９６１２９万円万円

一般会計目的別歳出の町民 1 人当たりの金額
民生費：192,298円

障害者、高齢者の福祉サービス、
保育所、生活保護などの経費

公債費：48,252円
借りたお金 ( 町債 ) の元利返済に
かかる経費（一般会計）

総務費：228,211円
庁舎や財産の維持管理、税金の徴
収、戸籍管理などの経費

教育費：124,109円
学校教育、生涯学習の充実などに
かかる経費

衛生費：84,400円
健康増進、疾病予防、環境保全な
どの経費

土木費：84,481円
道路、河川、公園など社会資本基
盤整備などの経費

（３年度の決算状況）
実質収支はすべて黒字である。歳入は前年度比
５億 9,986 万円（△ 5.4％）の減。歳出は前年度
比７億 7649 万円（△ 7.5％）減額。町税は個人
町民税、固定資産税が課税免除などによりいずれ
も減額。全体では前年度比１億 6885 万円（△
10.7％）の減少。徴収率は前年度に比べ 1.2％増
加し、95.2％となった。地方交付税は地方税の
大幅な減収などにより前年度比５億 1156 万円

（12.2％）の増額。義務的経費は公債費が繰上償
還がなかったため減額。扶助費は住民税非課税世
帯給付金臨時特別事業により増額。全体では前年
度に比べ 4887 万円（1.5％）の増額。投資的経費
は前年度に比べ１億 2993 万円（9.8％）の増額。
（課題と取り組み）�
3 年度は別として、基幹財源である地方交付税は
減少する。税源確保のための施策と歳出の抑制に
努めるとともに、財源を有効に活用するため、事
業の目的・必要性、投資効果等を十分に検討し、
是正・改善等の見直しに取り組む必要がある。

決算審査意見・指摘事項
代表監査委員　中　澤　俊　雄

●一般会計
歳入総額 105 億 8396 万 4268 円
歳出総額 95 億 6129 万 1183 円
収支差額 10 億 2267 万 3085 円

●基金（預金）の累積残額

預　　金
87 億 3199 万円

町民１人当たり　82 万 4 千円

●町債（借入金）の累積残額

一般会計
60 億 6847 万 5 千円

町民１人当たり　57 万 2 千円

特別会計
46 億 4171 万 3 千円

町民１人当たり　43 万 8 千円

合　　計
107 億 1018 万 9 千円

町民１人当たり  　  101 万円

●町民１人当たりの支出額
一般会計  約 90 万 2 千円
一般会計＋特別会計  約 140 万 2 千円

＊	町民１人当たりの金額は、令和 4年 4月 1日現在の人口 10,595 人による。

百歳体操

町道大庭工業団地線

窓口業務常葉保育所常葉保育所

イングリッシュキャンプ
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常任委員会レポート
委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置された議会の内部機関です。常任委
員会、議会運営委員会、特別委員会があり、設置は条例で定められています。現在設置されている常任委員会
は、予算決算常任委員会、総務産業建設常任委員会、教育厚生常任委員会の３委員会です。委員会では、付託
された議案について、質疑等により所管課から説明を受け、審査を行ないます。審査が終わると採決が行なわ
れ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議での議題となります。ここではその審査内容を掲載しています。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

望
月
悟
良

▼
認
定
第
１
号

　

�

令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

伊
藤
達
美
委
員　

下
部
奥
の
湯
温

泉
源
泉
井
戸
洗
浄
工
工
事
の
洗

浄
後
の
効
果
は
。

下
部
支
所　

現
在
の
源
泉
井
戸
水

位
が
洗
浄
前
と
比
較
し
、
約
５

ｍ
回
復
し
た
。

山
下
利
彦
委
員　

門
野
の
湯
に
つ

い
て
経
営
を
考
え
た
時
に
、
無

料
回
数
券
を
配
布
し
て
い
る
場

合
で
は
な
い
と
思
う
が
。

身
延
支
所　

高
齢
者
の
方
に
少
し

で
も
保
養
し
て
い
た
だ
く
目
的

の
施
設
な
の
で
、
老
朽
化
に
伴

い
経
費
が
年
々
か
か
っ
て
い
く

こ
と
は
担
当
と
し
て
は
承
知
し

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
意
見

が
あ
る
こ
と
も
、
今
後
の
参
考

と
す
る
。

伊
藤
達
美
委
員　

経
常
収
支
比
率

が
69
・
８
％
ま
で
下
が
っ
た
が

そ
の
要
因
は
。

財
政
課　

普
通
交
付
税
が
５
億
円

ほ
ど
増
え
た
こ
と
と
、
臨
時
財

政
対
策
債
を
２
億
円
借
り
入
れ

た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

山
下
利
彦
委
員　

今
後
の
繰
上
償

還
予
定
額
の
見
込
み
は
。

財
政
課　

今
後
の
財
政
状
況
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
す
る
中
で
行
な

う
。

山
下
利
彦
委
員　

不
納
欠
損
処
理

を
し
た
の
は
徴
収
を
諦
め
た
と

い
う
こ
と
か
。

税
務
課　

不
納
欠
損
処
理
す
る
に

は
、
期
間
の
経
過
・
無
財
産
・

出
国
等
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
、
法
的
に
こ
れ
以
上
徴

収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
講
じ
る
措
置
で
あ
る
。

柿
島
良
行
委
員　

山
梨
県
滞
納
整

理
推
進
機
構
の
業
務
は
。

税
務
課　

山
梨
県
税
事
務
所
内
に

あ
り
、
市
町
村
担
当
者
に
滞
納

処
理
方
法
の
指
導
や
研
修
会
等

を
開
催
し
、
本
町
職
員
へ
の
指

導
・
助
言
な
ど
行
な
っ
て
い
る
。

�

現
地
調
査　
　

��

９
月
14
日
（
水
）

し
だ
れ
桜
の
里
管
理
業
務
・

排
水
施
設
整
備
工
事
現
場

矢
細
工
配
水
池
築
造
工
事
現
場

洗浄の工事現場
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渡
辺
文
子
委
員　

個
人
町
民
税
及

び
国
民
健
康
保
険
税
の
不
納
欠

損
の
内
訳
は
。

税
務
課　

個
人
町
民
税
の
不
納

欠
損
の
内
訳
は
、
無
財
産
が
２

件
15
万
７
２
１
３
円
、
出
国
が

26
件
90
万
５
３
１
３
円
、
時
効

が
８
件
25
万
３
９
５
９
円
。
全

体
で
36
件
１
３
１
万
６
４
８
５

円
。
国
民
健
康
保
険
税
の
不
納

欠
損
の
内
訳
は
、
無
財
産
が
12

件
48
万
６
９
２
０
円
、
出
国
が

２
件
１
万
３
９
０
０
円
、
時
効

が
27
件
89
万
１
６
５
円
。

佐
野
昇
委
員　

夜
間
一
斉
催
告
と

は
。

税
務
課　

副
主
幹
以
上
の
職
員

が
滞
納
者
宅
を
訪
問
し
て
納
税

の
お
願
い
を
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
な
り
近
年
実
施
で
き
て
い
な

い
。
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討

す
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

固
定
資
産

税
の
収
入
未
済
額
の
う
ち
、
不

納
欠
損
と
な
り
そ
う
な
多
額
の

滞
納
者
は
。

税
務
課　

１
０
０
万
円
以
上
滞
納

が
４
件
あ
り
、
最
高
額
は
１
件

５
０
９
万
79
円
。

広
島
法
明
委
員　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
作
成
内
容

と
交
付
状
況
は
。

税
務
課　

し
だ
れ
桜
の
図
柄
と
本

栖
湖
と
富
士
山
の
図
柄
の
２
種

類
を
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
枚
ず
つ

作
成
。
現
在
の
交
付
状
況
は
約

50
枚
。

深
山
光
信
委
員　

木
喰
仏
を
購
入

す
る
予
定
は
。

生
涯
学
習
課　

木
喰
仏
は
骨
董
的

価
値
が
高
く
、
市
場
に
出
る
こ

と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
購

入
の
予
定
は
な
い
。

伊
藤
雄
波
委
員　

地
域
に
お
け
る

木
喰
仏
の
保
管
状
態
を
心
配
し

て
い
る
が
、
助
言
や
対
応
は
。

生
涯
学
習
課　

関
係
者
に
寄
託

を
お
願
い
し
て
い
る
が
進
ま
な

い
。
微
笑
館
で
燻
蒸
を
毎
年
行

な
っ
て
い
て
搬
入
を
依
頼
。
そ

の
他
市
販
品
で
も
一
定
の
効
果

が
得
ら
れ
る
薬
剤
等
を
紹
介

す
る
な
ど
助
言
を
行
な
っ
て
い

る
。
防
火
防
犯
対
策
と
し
て
、

仏
像
の
保
管
庫
の
設
置
に
対
し

て
、補
助
金
支
援
を
し
て
い
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

西
嶋
和
紙

の
里
の
運
営
は
、
多
額
の
赤
字

が
出
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い

る
が
、
何
か
打
開
策
は
。

生
涯
学
習
課　

決
算
の
状
況
は
理

解
し
て
お
り
、
民
間
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
も
含

め
検
討
を
進
め
る
。

山
下
利
彦
委
員　

勤
労
青
年
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
方
向
性
は
。

生
涯
学
習
課　

１
施
設
だ
け
で
考

え
る
の
で
は
な
く
、今
年
度
策

定
予
定
の
体
育
施
設
整
備
計
画

の
中
で
、社
会
体
育
施
設
34
施

設
全
体
の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

伊
藤
達
美
委
員　

観
光
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
は
。

観
光
課　

観
光
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

は
、
月
に
３
０
０
０
件
の
ア
ク

セ
ス
数
を
目
標
。
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
は
、
１
年
間
で
１
０
０
０

人
の
方
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
標
と
設
定
。

　

山
下
利
彦
委
員　

創
業
支
援
等
事

業
費
補
助
金
は
ど
の
よ
う
な
事

業
が
対
象
か
。

観
光
課　

整
体
院
の
開
業
、
移
動

販
売
車
の
導
入
、
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
導
入
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
開
業

の
４
つ
の
事
業
で
４
名
の
方
に

補
助
金
を
交
付
し
た
。

山
下
利
彦
委
員　

し
だ
れ
桜
の
里

づ
く
り
事
業
は
い
つ
ま
で
や
る

の
か
。

観
光
課　

植
栽
管
理
業
務
に
つ
い

て
は
、
経
費
の
削
減
に
努
め
な

が
ら
必
要
な
管
理
を
続
け
て
い

く
た
め
、
現
時
点
で
い
つ
ま
で

と
い
っ
た
答
え
は
で
き
な
い
。

深
山
光
信
委
員　

し
だ
れ
桜
の
里

の
植
栽
管
理
業
務
の
指
名
競
争

入
札
に
町
内
業
者
は
。

観
光
課　

６
社
を
指
名
し
入
札
し

た
。
そ
の
う
ち
町
内
業
者
は
身

延
町
森
林
組
合
で
あ
る
。

佐
野
昇
委
員　

国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
の
説
明
の
中
で
県
、
町

の
負
担
割
合
や
補
助
率
が
出
て

き
た
が
、
そ
れ
は
県
に
よ
っ
て

違
う
の
か
。

町
民
課　

違
わ
な
い
。
事
業
毎
に

要
綱
等
に
よ
り
負
担
割
合
や
補

助
率
は
決
め
ら
れ
て
い
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

国
民
健
康
保
険

の
短
期
証
、
資
格
証
の
発
行
状

況
は
。

町
民
課　

９
月
９
日
時
点
で
、
短

期
証
26
世
帯
、
資
格
証
25
世
帯

に
交
付
。

渡
辺
文
子
委
員　

国
保
の
基
金
が

２
億
円
あ
る
が
、
こ
れ
を
活
用

し
て
国
保
税
を
下
げ
る
よ
う
な

見
通
し
は
。

町
民
課　

今
年
度
の
状
況
を
み
な

が
ら
、来
年
度
以
降
検
討
す
る
。

望
月
悟
良
委
員
長　

国
保
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
る
基
準
は
。

町
民
課　

基
準
は
な
い
。
繰
越
金

を
見
な
が
ら
積
み
立
て
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

後
期
高
齢
者
医

療
の
収
入
未
済
、
短
期
証
、
資

格
証
の
人
数
は
。

町
民
課　

収
入
未
済
は
17
人
、
短

期
証
は
９
人
、資
格
証
は
無
い
。

渡
辺
文
子
委
員　

保
育
士
等
処
遇

改
善
臨
時
特
例
交
付
金
に
つ
い

て
、
10
月
以
降
の
私
立
保
育
園

の
分
は
。

身延町観光課
〔公式〕インスタグラム QR コード



No.72 みのぶ議会だより　8

子
育
て
支
援
課　

国
か
ら
正
式
な

通
知
が
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、

補
助
対
象
で
あ
る
。

山
下
利
彦
委
員　

近
く
に
産
婦
人

科
が
な
い
た
め
妊
婦
に
対
す
る

通
院
の
補
助
を
し
て
い
る
市
町

村
が
あ
る
が
、本
町
の
考
え
は
。

子
育
て
支
援
課　

現
在
は
そ
の
よ

う
な
計
画
は
な
い
。
近
隣
の
状

況
を
確
認
し
た
い
。

深
山
光
信
委
員　

発
達
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
60
万
８
０
０
０
円

は
契
約
費
か
。
ま
た
、
講
師
は

何
人
か
。

子
育
て
支
援
課　

契
約
後
の
実
績

金
額
。
３
日
間
の
実
施
研
修
、

計
画
作
成
費
。
講
師
は
４
人
。

佐
野
知
世
委
員　

保
育
園
の
送
迎

バ
ス
に
園
児
が
取
り
残
さ
れ
死

亡
し
た
事
件
が
あ
っ
た
が
、
身

延
町
の
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課　

静
川
保
育
所
の

み
が
10
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
に
よ

る
送
迎
を
実
施
。
運
転
手
・
保

育
士
２
名
に
よ
り
対
応
。
事
件

後
、
注
意
喚
起
し
た
。

渡
辺
文
子
委
員　

地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ぬ
く
ぬ
く
」
の

決
算
額
の
内
訳
、利
用
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課　

令
和
３
年
度

の
利
用
状
況
は
町
内
１
２
５
６

人
、
町
外
５
７
６
人
、
計
１
８

　

３
２
人
。

渡
辺
文
子
委
員　

大
野
山
保
育

園
が
認
定
こ
ど
も
園
と
な
っ
た

が
、ど
の
よ
う
な
保
育
状
況
か
。

子
育
て
支
援
課　

教
育
・
保
育
を

一
体
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ス
は
分
け
て
い
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
認
定
区
分
が
異
な

る
。

佐
野
昇
委
員　

各
保
育
所
と
の
連

携
の
取
り
方
は
。

子
育
て
支
援
課　

発
達
支
援
事
業

担
当
者
の
会
議
、
代
表
者
会
議

が
そ
れ
ぞ
れ
月
１
回
あ
り
、
状

況
等
を
報
告
。
ま
た
保
育
所
に

赴
き
、保
育
士
と
面
談
を
実
施
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

田
舎
く
ら

し
推
進
事
務
費
、
事
業
費
の
予

算
執
行
率
が
40
％
を
切
っ
て
い

る
理
由
は
。

企
画
政
策
課　

予
算
計
上
し
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
業

実
施
機
会
が
減
少
し
た
た
め
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

コ
ロ
ナ
の

状
況
下
で
も
事
業
が
実
施
で
き

る
よ
う
な
別
の
施
策
を
実
施
す

る
べ
き
と
思
う
が
。

企
画
政
策
課　

魅
力
体
験
ツ
ア
ー

な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施

が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。
ど

の
よ
う
な
形
で
実
施
で
き
る
か

検
討
し
て
い
く
。

山
下
利
彦
委
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事

業
費
に
つ
い
て
の
効
果
は
。

企
画
政
策
課　

12
回
研
修
会
を
行

い
延
べ
56
名
が
参
加
。
そ
の
後

上
級
者
コ
ー
ス
５
回
に
12
名
が

参
加
。
今
後
使
っ
て
み
た
い
人

が
増
え
た
こ
と
が
効
果
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

各
20
台
で

計
60
台
を
用
意
し
て
い
る
が
、

参
加
者
数
か
ら
１
回
あ
た
り
５

台
程
度
し
か
稼
働
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
課　

１
回
の
講
習
会
の

想
定
で
20
台
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
多
数
の
グ
ル
ー
プ
に
講
習
会

を
実
施
が
不
可
能
。
今
後
も
な

る
べ
く
多
く
の
方
に
参
加
の
呼

び
か
け
を
し
て
い
く
な
か
で
参

加
者
数
を
増
や
し
て
い
く
。

	

田
中
一
泰
委
員　

見
守
り
と
し
て

テ
レ
ビ
電
話
な
ど
の
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
は
。

企
画
政
策
課　

高
齢
者
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
い
や
す
い
ア
プ
リ

を
限
定
し
て
テ
レ
ビ
電
話
、
カ

メ
ラ
な
ど
を
設
定
。
工
夫
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
る
。

伊
藤
達
美
委
員　

企
業
誘
致
候
補

地
調
査
業
務
に
つ
い
て
、
こ
の

調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
ど
の

よ
う
な
事
業
を
実
施
し
予
算
計

上
し
て
い
く
の
か
。

企
画
政
策
課　

令
和
４
年
度
に
Ｐ

Ｒ
用
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
関

係
団
体
等
へ
周
知
。
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
手
法
を
検
討
す
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

企
業
誘

致
・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘

致
事
業
や
他
の
事
業
に
つ
い
て

も
数
値
目
標
に
よ
る
事
業
の
見

直
し
に
つ
い
て
検
討
し
た
ら
ど

う
か
。

企
画
政
策
課　

目
標
の
達
成
状
況

に
よ
り
事
業
の
見
直
し
を
す
る

こ
と
は
総
合
戦
略
に
お
い
て
も

実
施
し
て
い
る
。
目
標
に
つ
い

て
は
状
況
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
進
め
、
新
し
い
方
向
性
が
で

れ
ば
取
り
入
れ
て
い
く
。

山
下
利
彦
委
員　

移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
人
件
費
の
内
容
と
成

果
は
。

企
画
政
策
課　

移
住
希
望
者
や
移

住
者
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
対

応
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
対
応

等
が
主
な
業
務
。
実
績
は
、
移

住
相
談
と
し
て
年
間
２
０
０
件

以
上
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
対
応
15
件
、
成
約
19
件
、
利

用
者
登
録
１
２
１
件
。

田
中
一
泰
委
員　

森
林
経
営
管
理

制
度
全
体
計
画
策
定
業
務
の
委

託
の
内
容
は
。

産
業
課　

意
向
調
査
を
ど
の
地
点

か
ら
行
な
っ
て
い
く
か
の
優
先

順
位
を
つ
け
る
た
め
の
資
料
作

成
。

渡
辺
文
子
委
員　

松
く
い
虫
等
被

害
総
合
対
策
事
業
の
具
体
的
内

容
は
。

地域子育てセンター「ぬくぬく」絵本読み



9　No.72 みのぶ議会だより

産
業
課　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
の
駆
除
の
業
務
委
託
と
被
害

木
調
査
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
中
は
補
助
金
を
受

け
１
５
５
本
駆
除
処
理
し
た
。

渡
辺
文
子
委
員　

フ
ー
ド
バ
ン
ク

の
利
用
に
は
申
請
が
必
要
か
。

福
祉
健
康
課　

利
用
を
希
望
の
場

合
は
申
請
が
必
要
。
利
用
者
に

は
、
食
糧
品
が
月
２
回
宅
配
便

で
届
け
ら
れ
る
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

町
営
温
泉

施
設
無
料
回
数
券
配
布
事
業
は

良
い
制
度
で
あ
る
が
、
回
数
券

印
刷
枚
数
に
対
し
利
用
者
が
少

な
い
の
で
、
回
数
券
に
代
わ
る

方
法
の
検
討
は
。

福
祉
健
康
課　

検
討
す
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

介
護
保
険
料
の

収
入
未
済
人
数
、
納
付
実
績
、

還
付
未
済
額
の
人
数
は
。

福
祉
健
康
課　

収
入
未
済
は
84

人
、
納
付
実
績
は
12
人
、
還
付

未
済
額
は
特
別
徴
収
98
人
、
普

通
徴
収
６
人
。

佐
野
昇
委
員　

Ａ
Ｌ
Ｔ
英
語
教
育

の
成
果
の
検
証
は
。

学
校
教
育
課　

毎
年
、
児
童
生
徒

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
結
果

を
学
校
と
も
共
有
し
て
い
る
。

伊
藤
達
美
委
員　

新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
指
定
管
理
す
る
予
定

は
。

学
校
教
育
課　

指
定
管
理
の
予
定

は
な
い
。

田
中
一
泰
委
員　

タ
ブ
レ
ッ
ト
学

習
の
運
用
状
況
は
。

学
校
教
育
課　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
で
1
人
1
台
端
末
を
整

備
し
、
全
学
年
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
、
そ
の
ほ
か
の
教
科

の
授
業
で
活
用
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
持
ち
帰
り
学
習
で
も
活
用
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

今
後
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
を
ど
の
様
に

進
め
る
の
か
。

学
校
教
育
課　

令
和
４
年
度
か
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
各
校
に
配
置

し
、
様
々
な
場
面
で
活
用
が
進

む
よ
う
に
体
制
も
整
備
す
る
。

柿
島
良
行
委
員　

身
延
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
後
の
検
証

は
。

学
校
教
育
課　

学
校
等
か
ら
の
聞

き
取
り
に
よ
り
、
水
は
け
が
よ

く
な
り
、
降
雨
後
も
短
時
間
で

利
用
開
始
が
出
来
る
な
ど
の
評

価
が
あ
る
。

佐
野
昇
委
員　

旧
身
延
保
健
所
の

跡
地
の
活
用
予
定
は
。

施
設
整
備
課　

跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
未
定
。
旧
大
河
内
小
学
校

の
体
育
館
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
利

用
者
の
駐
車
場
と
し
て
使
用
。

柿
島
良
行
委
員　

身
延
山
久
遠

寺
か
ら
の
寄
付
材
の
切
り
出
し

は
、
全
て
久
遠
寺
で
実
施
し
た

事
業
で
あ
る
か
。

施
設
整
備
課　

丸
太
材
の
伐
採
か

ら
集
材
ま
で
は
、
久
遠
寺
で
実

施
。
そ
の
後
の
搬
出
、
加
工
、

保
管
は
町
で
実
施
。
間
伐
材
に

つ
い
て
は
、
身
延
山
久
遠
寺
が

身
延
町
森
林
組
合
に
委
託
し
、

そ
の
後
の
加
工
、
保
管
を
町
で

実
施
し
た
。

望
月
悟
良
委
員
長　

林
業
土
木
事

業
費
で
草
刈
委
託
料
と
除
雪
委

託
料
の
委
託
先
は
。

建
設
課　

草
刈
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
、
除
雪
は
業
者

へ
委
託
。

佐
野
知
世
委
員　

橋
梁
の
耐
震
補

強
工
事
は
実
施
し
な
い
の
か
。

建
設
課　

町
内
で
の
緊
急
輸
送
道

路
等
に
関
連
す
る
橋
梁
は
耐
震

化
が
終
了
し
て
お
り
、
現
在
は

橋
梁
長
寿
化
修
繕
を
実
施
。

渡
辺
文
子
委
員　

江
尻
窪
残
土
処

理
場
の
貸
付
料
が
あ
る
が
、
今

後
、
残
土
処
理
場
は
。

建
設
課　

国
土
交
通
省
の
貸
付
料

は
、
令
和
３
年
度
ま
で
。
残
土

処
理
場
は
、
地
元
へ
の
説
明
も

含
め
、
今
後
、
国
・
県
と
協
議

を
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

広
島
法
明
委
員　

不
法
投
棄
防
止

柵
設
置
工
事
の
施
工
場
所
は
ど

こ
か
。
地
元
の
要
望
か
。

環
境
上
下
水
道
課　

中
山
地
内
、

県
道
の
間
遠
ト
ン
ネ
ル
付
近
。

地
元
の
要
望
に
基
づ
い
た
設

置
。

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

水
道
料
滞

納
者
へ
の
対
応
は
。

環
境
上
下
水
道
課　

通
知
、訪
問

を
複
数
回
実
施
し
た
後
、最
終

的
に
給
水
停
止
の
措
置
を
実

施
。

深
山
光
信
委
員　

滞
納
者
の
現
状

は
ど
ん
な
状
態
か
。

環
境
上
下
水
道
課　

収
入
状
況
に

よ
り
、
滞
納
が
常
態
化
し
て
い

る
使
用
者
も
存
在
す
る
。
定
期

的
に
督
促
訪
問
を
行
い
、
滞
納

が
進
ま
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
い
る
。

▼
議
案
第
71
号

　

�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

広
島
法
明
委
員　

久
那
土
中
学
校

貸
付
料
と
あ
る
が
、
ど
こ
に
貸

し
付
け
る
の
か
。

財
政
課　

東
京
港
区
に
あ
る
株
式

会
社
Ａ
．Ｌ
．Ｉ
．	

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
ｓ
。
ホ
バ
ー
バ

イ
ク
の
会
社
で
あ
る
。

佐
野
知
世
委
員　

公
民
館
運
営
費

の
補
助
金
は
補
助
率
が
３
分
の

１
と
あ
る
が
。

生
涯
学
習
課　

建
て
替
え
も
補
助

率
は
３
分
の
１
で
、
限
度
額
が

１
０
６
６
万
６
０
０
０
円
。

使用木材の保管
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佐
野
知
世
委
員　

町
道
本
町
富
山

橋
線
が
新
設
さ
れ
る
が
、
旧
道

は
取
り
壊
し
予
定
か
。

施
設
整
備
課　

旧
道
に
は
水
道
管

が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

農
道
に
も
接
続
さ
れ
て
い
る
た

め
、こ
れ
ま
で
通
り
使
用
予
定
。

	

遠
藤
公
久
副
委
員
長　

昨
年
の
一

般
質
問
の
際
に
は
、
町
道
本
町

富
山
橋
線
の
改
良
工
事
の
予
定

は
無
い
が
国
道
52
号
線
へ
の
信

号
機
は
感
応
式
へ
変
更
協
議
し

て
い
る
と
建
設
課
長
か
ら
の
回

答
で
あ
っ
た
が
、
交
差
点
の
協

議
は
行
な
っ
て
い
る
か
。

施
設
整
備
課　

国
へ
補
助
金
申
請

の
協
議
を
行
う
中
で
、
来
年
度

の
工
事
実
施
に
向
け
事
業
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
今
回
の

補
正
予
算
で
測
量
調
査
費
等
を

計
上
し
た
。
今
後
、
測
量
設
計

を
行
う
中
で
南
部
警
察
署
と
交

差
点
協
議
も
行
う
。

広
島
法
明
委
員　

道
路
橋
梁
維
持

管
理
費
で
３
０
０
０
万
円
計
上

し
て
お
り
、
区
長
要
望
対
応
工

事
と
思
う
が
、
工
事
個
所
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課　

工
事
個
所
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
緊
急
性
の
高
い
箇

所
か
ら
発
注
し
て
い
く
予
定
。

▼
議
案
第
72
号

　

��

国
民
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

質
疑
無
し

▼
議
案
第
73
号

　

�

介
護
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

質
疑
無
し

▼
議
案
第
74
号

　

�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
２
号
）

質
疑
無
し

新中学校への進入路 路線計画予定

▼
議
案
第
68
号

　

�

身
延
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

総
務
課
関
係

広
島
法
明
委
員　

育
児
休
業
取

得
中
に
新
た
に
出
産
し
た
場
合

は
、
取
得
中
の
育
児
休
業
と
は

別
に
、
新
た
に
育
児
休
業
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答　

取
得
中
に
新
た
に
妊
娠
が
分

か
り
、
出
産
し
た
場
合
は
、
現

時
点
で
取
得
中
の
育
児
休
業
と

は
別
に
、
新
た
に
育
児
休
業
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
議
案
第
69
号

　

�

身
延
町
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

総
務
課
関
係

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
70
号

　

�

身
延
町
公
共
物
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

土
地
対
策
課
関
係

望
月
悟
良
委
員　

町
が
流
水
占

用
料
を
徴
収
で
き
る
河
川
は
何

か
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
審
査
の
結
果　

採
択

◎
委
員
会
の
意
見

　

請
願
の
願
意
は
妥
当
で
あ
る

◎
措
置　

意
見
書
提
出

答　

町
長
が
指
定
し
た
準
用
河
川

と
一
級
、
二
級
河
川
以
外
の
普

通
河
川
、
沢
等
に
な
る
。

問　

営
利
目
的
の
飲
料
水
は
減
免

の
対
象
と
な
る
か
。

答　

申
請
時
の
内
容
に
よ
り
判
断

す
る
。

※	

3
つ
の
常
任
委
員
会
で
質
問

さ
れ
た
内
容
す
べ
て
を
掲
載

さ
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

　

	　

な
お
、
議
長
及
び
各
委
員

長
は
、
原
則
と
し
て
質
問
い

た
し
ま
せ
ん
。

委
員
長

伊
藤
雄
波

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

▼
請
願
第
２
号

　

�

加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ
ら

な
い
小
学
校
35
人
学
級
の
実

施
、中
学
校
で
の
35
人
学
級
の

実
施
、教
職
員
定
数
改
善
、及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

　

田
中
一
泰
委
員　

加
配
定
数
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

答　

少
人
数
指
導
や
い
じ
め
、
不

登
校
な
ど
の
教
育
課
題
に
対
応

す
る
た
め
に
追
加
が
配
置
さ
れ

る
定
数
。

委
員
長

渡
辺
文
子

路線計画図



11　No.72 みのぶ議会だより

本会議  討 論

認
定
第
１
号

３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

反
対
　
渡
辺
文
子
議
員

〇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　

制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
14

年
が
経
過
し
た
。
こ
の
制
度
の

導
入
目
的
を
、
医
療
費
が
際
限

な
く
上
が
っ
て
い
く
傷
み
を
後

期
高
齢
者
が
自
分
の
感
覚
で

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
た
と
述
べ
た
。
高
齢
者
の
負

担
を
増
や
し
、
高
齢
者
医
療
費

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
目
的

の
制
度
だ
。
決
算
認
定
の
審
査

の
中
で
、
17
人
の
方
の
収
入
未

済
が
あ
り
、
９
名
の
方
が
短
期

保
険
証
で
あ
る
。
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
と
な
る
と
、
病
院

に
行
く
機
会
も
多
く
な
る
と
思

う
。
高
齢
者
い
じ
め
の
こ
の
制

度
は
廃
止
し
て
、
老
人
医
療
制

度
に
戻
す
べ
き
と
し
反
対
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

介
護
の
社
会
化
の
期
待
を
背

負
い
、２
０
０
０
年
４
月
に
始

ま
っ
た
介
護
保
険
は
、利
用
者

数
や
事
業
者
数
が
大
幅
に
増
え

続
け
て
お
り
、大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
だ
。

　
　

し
か
し
、
一
方
で
介
護
を
巡

る
厳
し
い
現
実
が
あ
る
。
経
済

的
な
事
情
で
、
必
要
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
ケ
ー

ス
は
後
を
絶
た
ず
、
家
族
の
介

護
を
理
由
と
す
る
離
職
者
は
毎

年
10
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
介
護
現
場
で
は
、
深
刻
な

経
営
難
と
慢
性
的
人
手
不
足
が

続
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
相
次

ぐ
制
度
の
見
直
し
で
給
付
は
削

ら
れ
、
利
用
者
負
担
は
引
き
上

げ
ら
れ
、
介
護
報
酬
は
低
く
抑

え
ら
れ
る
一
方
、
介
護
保
険
料

は
上
昇
し
続
け
て
き
た
。

　
　

経
済
的
な
心
配
を
せ
ず
、
必

要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
、
提
供
で
き
る
介
護
保
険

制
度
に
す
べ
き
と
し
て
反
対
。

賛
成
　
遠
藤
公
久
議
員

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

原
則
的
に
75
歳
以
上
の
方
が

加
入
す
る
独
立
し
た
医
療
制

度
で
あ
る
。様
々
な
議
論
は
あ

っ
た
が
、財
源
の
一
部
を
75
歳

以
上
の
高
齢
者
が
負
担
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。導
入
当
時
か

ら「
高
齢
者
い
じ
め
」な
ど
と

い
う
批
判
が
あ
っ
た
が
、他
の

健
康
保
険
制
度
全
体
と
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、国
民
皆

保
険
制
度
を
守
る
た
め
に
も

必
要
な
制
度
で
あ
り
、本
町
も

負
担
分
と
し
て
一
般
会
計
か
ら

２
億
８
０
３
２
万
円
余
り
繰
り

入
れ
決
算
を
行
な
っ
た
。様
々

な
課
題
は
あ
る
に
し
て
も
、今

日
ま
で
国
の
発
展
に
貢
献
し
て

く
れ
た
高
齢
者
た
ち
が
、病
気

や
ケ
ガ
を
完
治
し
健
康
で
元
気

な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
最

も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、後
期

高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

　

			

続
け
て
、介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、平
成

12
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介

護
保
険
制
度
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
増
加
し
、制
度
に
対
す

る
理
解
も
深
ま
る
な
ど
、町
民
の

老
後
に
お
け
る
介
護
の
不
安
を

解
消
す
る
制
度
と
し
て
、８
期
目

を
迎
え
定
着
し
て
い
る
と
こ
ろ

と
考
え
る
。超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、介
護
給
付
に
要
す
る
費
用
の

増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
の
が
現

状
だ
。低
所
得
者
保
険
料
の
高

騰
抑
止
の
た
め
、保
険
料
値
上
げ

の
抑
制
の
努
力
を
行
い
、次
世
代

に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
な
努

力
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

当
町
に
お
い
て
は
、
介
護
保

険
制
度
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
に
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
介
護
保
険
財
政
制
度
の

健
全
化
を
図
り
つ
つ
、
実
施
事

業
の
検
証
、
生
活
困
窮
者
へ
の

配
慮
、
介
護
予
防
や
相
談
支
援

事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

賛
成
す
る
。

 

町
民
の
み
な
さ
ま
、
議
員
と

 

懇
談
し
ま
せ
ん
か
。

議
題　

　
９
月
定
例
会
に
つ
い
て

　
議
員
報
酬
額
改
定
に
つ
い
て

身
延
地
区

日
時

　

令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）

　

午
後
７
時
～
９
時

場
所

　

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

中
富
地
区

日
時

　

令
和
４
年
11
月
19
日
（
土
）

　

午
後
７
時
～
９
時

場
所

　

飯
富
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

下
部
地
区

日
時

　

令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）

　

午
後
７
時
～
９
時

場
所

　

下
部
地
区
公
民
館

※
申
し
込
み
は
、
不
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会

議員は採決の前にその案件に対して、賛成か反対かの自己の意見を表明することができます。
意見表明することを「討論」といいます。自己の意見に反対の議員や賛否の意思を決めかねて
いる議員に対し、自己の意見に賛同するよう理由を述べます。
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議案に対する賛否議案に対する賛否�
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

遠
藤
公
久

深
山
光
信

佐
野　

昇

山
下
利
彦

佐
野
知
世

伊
藤
雄
波

望
月
悟
良

田
中
一
泰

広
島
法
明

野
島
俊
博

柿
島
良
行

渡
辺
文
子

伊
藤
達
美

上
田
孝
二

第
３
回
定
例
会（
9
月
6
日
〜
16
日
）

●決算 ●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

認定第1号 令和３年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳
出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

●条例の一部改正

議案第68号 身延町職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第69号 身延町の公の施設に係る指定管理者指定手続等
に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第70号 身延町公共物管理条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●補正予算
議案第71号 令和４年度身延町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第72号 令和４年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第73号 令和４年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第74号 令和４年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●人事案件
同意第2号 身延町教育委員会委員の任命について（馬場泰氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第3号 身延町固定資産評価審査委員会委員の選任について 
（秋山和子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第4号 身延町固定資産評価審査委員会委員の選任について 
（高野恒徳氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第5号 身延町固定資産評価審査委員会委員の選任について 
（柿島利巳氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第6号 身延町公平委員会委員の選任について（笠井一雄氏）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●請願

請願第2号
加配定数の振り替えによらない小学校35人学級の実
施、中学校での35人学級の実施、教職員定数改善、及
び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●追加案件
議案第75号 令和４年度身延町一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第5号
加配定数の振り替えによらない小学校35人学級の実
施、中学校での35人学級の実施、教職員定数の改善、及
び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
３
回
臨
時
会（
8
月
31
日
）

●補正予算
議案第59号 令和４年度身延町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●契約
議案第60号 身延中学校新校舎建設工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第61号 身延中学校新校舎機械設備工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第62号 身延中学校新校舎電気設備工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第63号 身延学校給食センター建設工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第64号 身延学校給食センター機械設備工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第65号 身延学校給食センター電気設備工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●財産の取得
議案第66号 財産の取得について（空気清浄機40台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第67号 財産の取得について（給食配送車２台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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一  般  質  問一  般  質  問

７人の議員が登壇７人の議員が登壇

町政のあり方について質疑　9月7日町政のあり方について質疑　9月7日

一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策的
提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策につ
いて報告を求めたり問い質すこともあります。質問の範囲は、町の行財政全般（公共
事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民生活に密接してい
る事項など多岐にわたっています。

１ 伊藤雄波　議員 ……………… 14 ページ
　①健康増進施設について
　②身延町観光PR配信について
　③竹粉砕機について

２ 遠藤公久　議員 ……………… 15 ページ
　①マイナンバーカード取得状況について　
　②自然災害等発生時の対応について
　③身延町活性化施設「ゆばの里」について

３ 山下利彦　議員 ……………… 16 ページ
　①	町民の幸せな暮らしを守るデマンドタクシー　
（乗合タクシー）の在り方について

　②	「消滅可能性都市」と身延町の総合戦略につ
いて

４ 伊藤達美　議員 ……………… 17 ページ
　①身延町職員の定年延長について
　②	行政サービスのデジタル化進展に伴う職員研
修について

　③	オンラインを活用した政策形成に向けた住民
参画の手法について

　④門野の湯の現状と将来について

５ 佐野　昇　議員 ……………… 18 ページ
　①耕作放棄地の再生について
　②	中部横断自動車道開通から一年、地域活性化に
ついて

　③男女共同参画の推進について

６ 佐野知世　議員 ……………… 19 ページ
　①木喰の里微笑館の充実について
　②健康増進施設の名称等について

７ 渡辺文子　議員 ……………… 20 ページ
　①新型コロナウイルス感染対策について
　②子宮頸がんワクチン接種について
　③給食サービスの利用者負担について
　④ 	JA 山梨みらいの町内にあるATMの廃止につ

いて
　⑤	山梨県上空での米軍機による空中給油訓練に
ついて

　

※ここに掲載の順位は質問の通告順によります。
※	掲載の内容は、紙面の関係上、質問を要約し掲載しています。掲載されていない質問項目もありますので、
閲覧したい方は議会事務局に会議録がありますので連絡ください。

○一般質問の傍聴人数
11人の皆様が熱心に傍聴されました。
ありがとうございました。
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健康増進施設について
　　健康増進施設の今後の決定事項について、具体的な考えは

　　�使用料については、第４回定例会で条例の上程を行なう
　　（生涯学習課長）

健
康
増
進
施
設
に
つ
い
て

問　

健
康
増
進
施
設
の
使
用
料
金

は
、
ク
ス
リ
の
サ
ン
ロ
ー
ド
と

の
協
議
の
上
、
決
定
と
な
る
と

思
う
が
、
今
後
の
決
定
ま
で
の

日
程
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
料

金
内
訳
、町
内
、町
外
、回
数
券
、

日
帰
り
温
泉
の
み
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
み
又
は
、
共
通
券
、
他

に
法
人
会
員
、
個
人
会
員
様
々

あ
る
が
、
具
体
的
な
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長　

健
康
増
進
施
設

の
使
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
町

の
条
例
の
制
定
が
必
要
と
な

る
。
第
４
回
定
例
会
で
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
上
程

し
、ご
審
議
頂
く
予
定
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
と
協
議
し
、
町
が

承
認
し
決
定
す
る
。
年
内
に
は

金
額
が
決
定
で
き
る
よ
う
株
式

会
社
ク
ス
リ
の
サ
ン
ロ
ー
ド
と

協
議
し
て
い
く
。

　
　

料
金
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

町
民
と
町
民
以
外
の
利
用
者
と

の
料
金
の
差
別
化
を
図
り
、
町

民
の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う

考
え
て
い
る
。

問　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
に
お
け

る
器
具
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な

器
具
が
何
台
、
例
え
ば
筋
力
強

化
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
の
パ
ワ

ー
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
何
台
、
肩
こ
り
、
睡
眠
不

足
、
疲
労
回
復
な
ど
リ
ハ
ビ
リ

を
目
的
と
し
た
機
能
回
復
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
何
台
等
、
ど

の
よ
う
な
考
え
か
。

生
涯
学
習
課
長　

筋
力
強
化
の
た

め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の

設
置
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
心
肺
機

能
向
上
の
た
め
の
有
酸
素
運
動

マ
シ
ン
を
多
め
に
設
置
す
る
考

え
で
あ
る
。
あ
ま
り
体
に
負
担

を
掛
け
ず
、
年
配
層
で
も
気
軽

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
機
器

の
設
置
を
考
え
て
い
る
。
肩
こ

り
・
腰
痛
の
解
消
に
適
し
た
運

動
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き

る
ト
レ
ー
ナ
ー
を
常
駐
す
る
予

定
。

　
　

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅

広
い
世
代
の
方
が
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
め
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
、
町
民
の
健
康
増

進
に
資
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

問　

正
式
名
称
の
決
定
は
い
つ
頃

の
予
定
か
。
そ
れ
に
伴
い
、
看

板
に
使
う
セ
カ
ン
ド
ネ
ー
ム
も

思
案
中
か
。

生
涯
学
習
課
長　

第
４
回
定
例

会
に
て
上
程
予
定
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
に
、
施
設

の
名
称
に
つ
い
て
条
文
を
設
け

る
。

　
　

セ
カ
ン
ド
ネ
ー
ム（
通
称
名
）

に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
ク
ス

リ
の
サ
ン
ロ
ー
ド
と
協
議
し
決

定
す
る
。
年
内
に
は
決
定
し
た

い
。

身
延
町
観
光
Ｐ
Ｒ
配
信
に
つ
い
て

問　

身
延
町
観
光
情
報
サ
イ
ト

「
み
の
ラ
ブ
」
は
と
て
も
素
敵

な
配
信
だ
が
、
せ
っ
か
く
の
企

画
で
あ
る
が
閲
覧
回
数
わ
ず
か

２
０
０
０
回
程
度
と
少
な
く
残

念
で
あ
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

ム
ー
ビ
ー
を
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
今
後
何
か

閲
覧
回
数
を
増
や
す
方
法
や
、

町
民
を
は
じ
め
も
っ
と
多
く
の

方
へ
の
告
知
方
法
を
考
え
て
い

る
か
。

観
光
課
長　

視
聴
回
数
に
つ
い
て

は
、
８
月
末
現
在
に
お
い
て
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
１
編
あ
た

り
平
均
２
０
０
０
回
余
り
と
な

っ
て
お
り
、
３
編
の
合
計
は
約

６
６
０
０
回
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
が
約
４
万
回
で
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
情
報
発
信
ツ
ー
ル
は
コ
ロ

ナ
収
束
後
の
観
光
客
の
来
訪
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層

に
も
親
し
み
や
す
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
幅
広
い
年
代

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
効
果
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
後
は
、
多
く
の
方
に
ご
覧

い
た
だ
く
た
め
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の

周
知
や
、
観
光
ノ
ベ
ル
テ
ィ
商

品
等
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け
る

な
ど
、
町
内
外
に
向
け
て
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

問

答

QR コードを読みとれば動画が見られます。みのラブ
QR コード

身延町西嶋和紙の里
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災害トイレの本町備蓄状況について
　　総務省指針よりどの程度不足し、不足の解消見込みは

　　�町では５日分の備蓄を計画。「１人１日平均５回使用」に当
てはめると、３日分不足している。令和８年までに計画的
に備蓄を進める（交通防災課長）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
は

問　

本
町
の
取
得
状
況
件
数
、
全

取
得
率
、
年
代
別
取
得
率
は
。

町
民
課
長　

本
年
８
月
14
日
現
在
、

　

交
付
済
み
の
累
計
は
４
７
２
３

人
で
、
人
口
に
占
め
る
割
合
は

42
・
73
％
で
あ
る
。

問　

総
務
省
の
事
業
で
あ
る
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
に
対
し
て

の
、
本
町
の
本
事
業
の
開
始
後

の
新
規
申
請
者
数
は
。

町
民
課
長　

新
規
申
請
者
は
８
月

14
日
時
点
、
３
９
２
人
。

問　

総
務
大
臣
は
来
年
度
の
地
方

交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
、
自

治
体
ご
と
の
カ
ー
ド
の
交
付
率

を
反
映
さ
せ
る
考
え
を
表
明
し

た
。
そ
の
後
の
取
り
組
み
、
改

善
点
は
。

町
民
課
長　

申
請
会
場
の
要
望
な

ど
聞
き
な
が
ら
、
様
々
な
場
所

に
出
向
き
、
申
請
機
会
の
拡
大

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

利
便
性
・
安
全
性
に
つ
い
て
、

町
民
に
情
報
を
し
っ
か
り
と
伝

え
周
知
し
、
特
に
高
齢
者
の
方

に
は
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

に
努
め
、
カ
ー
ド
の
普
及
拡
大

に
よ
り
一
層
取
り
組
む
。

問　

本
町
の
医
療
機
関
で
の
IC
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
運
用

導
入
状
況
は
。

町
民
課
長　

本
町
で
は
、
飯
富
病

院
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
薬
局

で
は
調
剤
薬
局
3
店
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
峡
南
地
域
で
は
、

富
士
川
病
院
、市
川
三
郷
病
院
、

一
部
の
歯
科
医
院
や
薬
局
で
も

導
入
。
今
後
、
身
延
山
病
院
や

し
も
べ
病
院
で
も
、
機
器
の
導

入
を
検
討
す
る
。

自
然
災
害
発
生
時
の
対
応
は

問　

避
難
所
拡
充
は
現
在
、
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

交
通
防
災
課
長　

避
難
所
は
40
箇

所
。
拡
充
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

以
上
の
避
難
所
の
開
設
は
運
営

上
、
職
員
の
配
置
が
難
し
い
た

め
、
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

避
難
所
、
備
蓄
場
所
、
避
難

地
、
福
祉
避
難
所
の
当
町
防
災

官
に
よ
る
現
地
視
察
、
改
善
、

変
更
、
更
新
な
ど
は
何
年
ご
と

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

交
通
防
災
課
長　

令
和
２
年
の
防

災
官
着
任
時
に
行
な
っ
た
。
開

設
し
た
際
に
問
題
点
や
改
善
点

が
出
る
か
と
思
う
の
で
、
そ
の

都
度
改
善
を
し
て
い
く
。

問　

感
染
症
対
策
に
配
慮
し
た
避

難
所
運
営
計
画
の
再
構
築
と
運

営
側
の
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

交
通
防
災
課
長　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
の
室
内
テ
ン
ト

や
換
気
を
行
う
た
め
の
ダ
ク
ト

付
き
送
風
機
な
ど
を
購
入
し

備
蓄
。感
染
拡
大
の
為
、研
修
・

訓
練
の
開
催
は
困
難
な
状
況
で

あ
る
。今
後
、感
染
対
策
に
対

応
し
た
訓
練
を
自
主
防
災
会
と

共
有
し
て
い
く
。

問　

在
宅
ケ
ア
者
や
、
そ
の
家
族

に
周
知
さ
れ
る
べ
き
特
別
在
宅

ケ
ア
者
の
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
や
む
な
く
自
宅
に
と
ど

ま
っ
た
在
宅
ケ
ア
者
へ
の
支
援

方
法
は
。

福
祉
保
健
課
長　

特
別
在
宅
ケ
ア

者
の
災
害
時
の
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
整
備
し
て
あ
る
。こ
れ
に

基
づ
き
、「
災
害
時
要
配
慮
者

登
録
制
度
」を
実
施
し
て
い
る
。

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々

を
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
か
ら
守

る
た
め
、「
災
害
時
要
配
慮
者

登
録
台
帳
」の
整
備
を
民
生
委

員
の
方
々
に
依
頼
し
、自
主
防

災
組
織
等
関
係
機
関
に
情
報
提

供
し
支
援
計
画
を
地
域
で
考
え

て
も
ら
う
。

ゆ
ば
の
里
に
つ
い
て

問　

コ
ロ
ナ
禍
及
び
中
部
横
断
道

開
通
に
伴
う
、
国
道
52
号
線
の

交
通
量
激
減
に
よ
る
経
営
悪
化

に
対
す
る
具
体
的
支
援
策
は
。

産
業
課
長　

ゆ
ば
の
里
の
利
用
者

数
、売
り
上
げ
は
、50
％
減
。指

定
管
理
者
納
付
金
を
免
除
の

他
、施
設
改
修
な
ど
支
援
を
検

討
す
る
。

問　

指
定
管
理
者
募
集
要
項
に
あ

る
施
設・
設
備
改
修
工
事
に
係

る
金
額
30
万
円
未
満
は
指
定
管

理
者
で
、30
万
円
以
上
は
本
町

で
と
い
う
よ
う
な
減
額
救
済
措

置
の
検
討
は
。

産
業
課
長　

負
担
軽
減
に
つ
い
て

早
急
に
検
討
す
る
。

問　

豊
岡
地
区
の
活
性
化
に
つ
い

て
、地
元
農
産
物
の
直
売
な
ど
、

地
域
の
小
規
模
農
家
や
お
年
寄

り
の
や
り
が
い
や
、
生
き
が
い

に
つ
な
が
る
大
変
有
意
義
な
取

り
組
み
で
あ
る
が
、
更
な
る
具

体
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
。

産
業
課
長　

今
後
さ
ら
に
地
域
と

密
着
し
た
運
営
が
行
な
え
る
よ

う
農
産
物
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
確

保
の
た
め
の
支
援
や
、
広
報
等

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
周
知

な
ど
の
支
援
を
検
討
す
る
。

問

答
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公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　

送
迎
体
制
は
18
年
前
の
３
町
が

合
併
す
る
前
の
形
が
そ
の
ま
ま
継

続
さ
れ
て
い
る
た
め
偏
り
が
生
じ

て
お
り
、効
果
的
で
な
い
面
が
散
見

さ
れ
る
。旧
町
間
の
壁
を
取
り
払

い
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
良
い
と
こ

ろ
を
取
り
入
れ
、標
準
化
し
た
送

迎
体
制
を
全
町
に
提
供
す
る
こ
と

が
効
率
的
な
運
用
と
考
え
る
が
。

交
通
防
災
課
長　

運
行
開
始
か
ら

現
在
ま
で
、乗
り
入
れ
地
区
の
拡

大
や
車
輛
を
増
や
す
な
ど
、利
便

性
が
向
上
す
る
よ
う
改
善
し
て

き
た
。引
き
続
き
利
用
し
や
す
い

送
迎
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
、生
活

交
通
の
役
割
の
他
に
、住
民
福
祉

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、交
通
不

便
地
域
の
解
消
、高
齢
者
の
外
出

促
進
、公
共
施
設
利
用
促
進
等
を

通
じ
、町
の
活
性
化
を
図
れ
る
側

面
が
あ
る
。土
日
祝
日
に
主
に
開

催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
に
よ
り
顔
見
知
り
に
な
っ

た
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
を
図
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

が
可
能
と
考
え
る
。高
齢
者
が
ど

の
よ
う
に
生
き
生
き
と
生
活
し

て
い
け
る
か
。そ
の
た
め
に
移
動

サ
ー
ビ
ス
に
何
が
出
来
る
か
を

考
え
た
時
、２
日
前
の
予
約
に

お
け
る
土
日
祝
日
の
運
行
実
施

は
必
要
と
考
え
る
が
。

交
通
防
災
課
長　

身
延
町
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お
い

て
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
土
日
祝
日
の
運
行
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

問　

予
約
セ
ン
タ
ー
へ
の
利
用
者

の
声
や
、
交
通
受
付
シ
ス
テ
ム

に
集
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析

を
基
に
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
町

営
・
町
有
バ
ス
な
ど
公
共
交
通

の
お
互
い
の
機
能
を
補
完
し
合

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
利
便

性
向
上
に
必
要
と
考
え
る
。

　
　

幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
一

位
の
町
の
土
日
祝
日
運
行
は
、住

民
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
た
め

の
政
策
の
一
つ
と
考
え
る
。今
後
、

更
に
免
許
返
納
者
が
増
加
す
る

中
、高
齢
者
、交
通
弱
者
が
本
町

の
こ
の
地
で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
公
共
交
通
の
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
展
開
を
期

待
す
る
が
、利
用
者
の
声
に
対
す

る
今
ま
で
の
対
応
状
況
は
。

交
通
防
災
課
長　
「
自
宅
ま
で
来
て

ほ
し
い
」と
い
う
声
が
多
い
。現
地

確
認
を
行
な
い
な
が
ら
要
望
に
対

応
し
て
い
る
。ま
た
、福
祉
保
健

課
に
お
い
て
車
い
す
使
用
者
、介

護
が
必
要
な
方
へ
介
護
支
援
福
祉

車
両
の
無
料
貸
し
出
し
や
重
度
心

身
障
害
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
料
金
一

部
助
成
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

消
滅
可
能
性
都
市
と
総
合
計
画

問　
「
消
滅
可
能
性
都
市
」と
い
う

言
葉
が
あ
る
。若
年
女
性
の
減
少

率
が
２
０
４
０
年
ま
で
の
間
に

50
％
以
上
減
少
す
る
町
が
該
当

す
る
。本
町
は
75
％
で
今
後
、効

果
的
な
対
策
が
無
け
れ
ば
20
年

を
待
た
ず
に
消
滅
す
る
と
い
う

衝
撃
的
な
内
容
で
あ
る
。こ
の
非

常
事
態
に
今
回
、第
2
次
総
合

戦
略
後
期
基
本
計
画
が
改
定
さ

れ
た
が
基
本
計
画
、人
口
ビ
ジ
ョ

ン
は
殆
ど
同
じ
内
容
で
あ
る
が

変
わ
ら
な
い
理
由
は
。

企
画
政
策
課
長　

本
町
の
人
口
は

数
十
年
の
長
期
に
わ
た
り
減
少

が
続
い
て
お
り
、平
成
27
年
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
令
和
2
年
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
分
析
結
果
、自
然
増

減
・
社
会
増
減
の
状
況
は
ほ
ぼ

同
様
と
な
っ
て
お
り
、第
二
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
参
考

資
料
と
し
て
示
す
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
概
要
は
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

な
お
、総
合
戦
略
で
は
新
た
な

取
り
組
み
を
加
え
、幅
広
い
視
点

で
着
目
し
た
59
施
策
に
よ
り
更

な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問　

全
国
で
は
妊
娠
前
か
ら
妊
娠

期
、
出
産
、
産
後
、
育
児
ま
で

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
確

保
す
る
た
め
の
、「
子
育
て
世

帯
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設

立
さ
れ
て
い
る
。
人
口
流
出
対

策
は
自
立
し
た
生
活
環
境
の
整

備
に
あ
る
と
考
え
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　
「
自
立
し
た
生
活

環
境
の
整
備
」と
は
、必
要
な
医

療（
産
婦
人
科
、小
児
科
）を
町
外

に
依
存
す
る
こ
と
な
く
町
内
に

確
保
す
る
こ
と
、と
い
う
意
味
で

答
弁
す
る
。医
療
需
要
、病
院
経

営
、医
師
の
確
保
な
ど
が
関
係
し

て
く
る
の
で
、小
児
科
の
診
療
日

を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
。産
婦

人
科
新
設
は
、医
療
機
器
や
施
設

等
も
関
係
し
て
く
る
の
で
さ
ら
に

難
し
い
と
考
え
る
。町
と
し
て
は
、

現
在
あ
る
小
児
科
に
つ
い
て
、今

後
も
継
続
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。ま
た
、

本
町
も
、妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

な
う
た
め
、子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

住民が幸せを実感できる公共交通とは
　　�高齢者・交通弱者が生き生きと暮らせる生活の足としての
デマンドタクシー（乗合タクシー）の在り方について

　　�クラウド型受付システムに集積されたデータをもとに、効率
的な配車の改善を図る（交通防災課）

問

答
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定
年
延
長
の
概
要
と
課
題

問　

町
職
員
の
定
年
は
、「
身
延

町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
」に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

地
方
公
務
員
法
の
改
正
を
受
け

て
今
後
、
町
と
し
て
も
条
例
を

改
正
し
て
職
員
の
定
年
を
順
次

上
げ
て
い
く
と
思
う
が
、
そ
の

概
要
及
び
新
た
な
制
度
に
向
け

た
検
討
課
題
は
。

総
務
課
長　

定
年
延
長
の
主
な
概

要
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
13
年

度
ま
で
２
年
ご
と
に
１
歳
ず
つ

定
年
を
引
き
上
げ
る
段
階
的

定
年
の
引
き
上
げ
。
課
長
職
の

職
員
は
、
課
長
職
以
外
の
職
に

異
動
さ
せ
る
役
職
定
年
制
の
導

入
。
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
短

時
間
勤
務
で
再
任
用
で
き
る
、

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制

の
導
入
。
俸
給
表
の
級
及
び
号

俸
に
応
じ
た
額
の
７
割
が
俸
給

月
額
と
な
る
給
与
措
置
。
60
歳

に
達
す
る
年
度
の
前
年
度
に
、

任
用
・
給
与
等
の
情
報
提
供
と

勤
務
に
つ
い
て
の
意
思
確
認
制

度
の
導
入
等
が
そ
の
概
要
と
な

る
。

　
　

ま
た
、
高
齢
期
職
員
の
活
用

の
検
討
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
た
能
力
を
発

揮
で
き
る
業
務
に
従
事
し
活
躍

で
き
る
人
事
管
理
が
で
き
る
の

か
、
60
歳
以
降
も
勤
務
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

で
き
る
よ
う
な
職
場
環
境
が
整

備
で
き
る
の
か
、
期
待
す
る
役

割
に
つ
い
て
、
本
人
の
理
解
や

課
員
の
理
解
を
融
合
で
き
る
の

か
、
な
ど
活
躍
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方
を
念
頭
に
置

き
、
役
割
を
果
た
す
た
め
の
人

事
管
理
、
活
躍
促
進
の
た
め
の

取
り
組
み
・
工
夫
等
が
今
後
の

検
討
課
題
と
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
専

門
職
の
育
成

問　

行
政
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
を
考
え
る
と
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
全
般
及
び

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
精
通
し
た
町
の
専
門
職
の
育

成
が
必
要
と
な
る
。
町
の
対
応

策
は
。

総
務
課
長　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社

会
全
体
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

の
要
請
や
、
情
報
通
信
技
術
を

取
り
巻
く
様
々
な
環
境
の
変
化

に
伴
う
要
求
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
　

Ｄ
Ｘ
は
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
業
態
の
変
革
を
意
味
す

る
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
の
た
め
に

は
、
組
織
全
体
で
課
題
解
決
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
人
材
を
育

て
、
そ
の
能
力
を
十
分
発
揮
で

き
る
環
境
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。

　
　

庁
内
全
体
で
Ｄ
Ｘ
の
意
義
の

共
有
を
図
っ
た
上
で
、
職
員
の

意
識
改
革
、
峡
南
広
域
情
報
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
た
計
画
的
な

職
員
研
修
な
ど
多
様
な
職
員
の

育
成
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
精
通
し
た
職
員
の
採
用

等
も
検
討
し
て
い
く
。

門
野
の
湯
の
将
来
に
つ
い
て

問　

来
年
５
月
に
は
「
町
民
福
祉

を
目
的
と
し
た
複
合
的
な
健
康

増
進
施
設
」
が
下
部
に
オ
ー
プ

ン
す
る
。
門
野
の
湯
の
利
用
者

に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る

も
の
と
推
測
す
る
。こ
の
た
め
、

入
場
者
数
を
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
。
数
値
に
改
善
の
方
向
性

が
見
え
な
け
れ
ば
、
地
域
住
民

を
も
交
え
て
こ
れ
か
ら
の
門
野

の
湯
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
当
局

の
見
解
は
。

町
長　

	

将
来
に
お
け
る
門
野
の

湯
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
目
的
と
意
義
を
踏
ま
え
、

現
在
建
設
中
の
新
た
な
健
康

増
進
施
設
の
運
営
開
始
後
に
お

け
る
利
用
者
の
推
移
を
分
析
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
や

外
部
の
有
識
者
等
か
ら
の
意
見

等
も
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

身延町職員の定年延長について
　　65 歳定年延長の概要は

　　��令和５年度から13年度までに、２年ごとに１歳ずつ段階的
に定年を引き上げる（総務課長）

高齢者保養施設「門野の湯」

問

答
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耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
つ
い
て

問　

町
内
で
は
、
背
丈
ま
で
伸
び

た
雑
草
が
田
畑
を
覆
い
、
山
間

部
で
は
、
畑
が
林
に
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
観
光
客
が
緑
豊
か
な

美
し
い
町
と
感
じ
て
く
れ
る
と

は
思
え
な
い
。
放
棄
地
の
拡
大

状
況
、
従
事
者
の
戸
数
な
ど
把

握
で
き
て
い
る
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
課
長　

農
家
戸
数
７
０
４

戸
で
減
少
し
、
離
農
す
る
農
家

が
増
加
し
て
い
る
。
遊
休
農
地

16
・
５
ha
、
再
生
利
用
困
難
農

地
が
１
２
１・
６
ha
と
な
っ
て

お
り
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し

て
い
る
。

問　

町
が
現
在
進
め
て
い
る
遊

休
農
地
の
活
用
と
は
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
の

か
。

産
業
課
長　

現
在
９
地
域
に
お
い

て
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

営
農
拡
大
の
意
欲
の
あ
る
農
業

者
に
農
地
の
集
約
を
図
り
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
、
他

地
域
に
つ
い
て
も
あ
け
ぼ
の
大

豆
の
振
興
、
作
付
け
面
積
の
拡

大
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の
減
少

を
目
指
し
て
い
る
。

問　

町
で
遊
休
地
を
借
り
受
け
、

耕
作
希
望
者
に
耕
し
て
も
ら

う
、
或
い
は
ゆ
ば
用
の
大
豆
生

産
な
ど
事
業
と
し
て
、
依
頼
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

産
業
課
長　

町
が
農
地
を
借
り
受

け
る
こ
と
は
、
市
民
農
園
か
、

試
験
ほ
場
を
利
用
す
る
場
合
に

限
る
。
農
地
の
貸
し
借
り
は
、

山
梨
県
農
地
中
間
管
理
機
構
を

通
す
こ
と
に
な
る
。
ゆ
ば
用
大

豆
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
産
地

と
の
原
材
料
単
価
差
が
大
き
く

非
常
に
厳
し
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

問　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活

用
し
て
町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
あ
け
ぼ
の
大
豆
で
は

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、

製
造
原
価
を
抑
え
る
努
力
を
し

て
い
る
か
。

産
業
課
長　

作
付
面
積
の
拡
大
、

機
械
化
な
ど
重
要
と
考
え
、
農

地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
や
生

産
効
率
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
試
験
ほ
場
を
確

保
し
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
部
横
断
自
動
車
道
開
通
か
ら

1
年
、
地
域
活
性
化
は

問　

中
部
横
断
自
動
車
道
開
通
か

ら
1
年
が
経
過
し
、
中
央
自
動

車
道
と
東
名
高
速
道
を
結
ぶ
ア

ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま

し
た
が
、
観
光
施
設
・
商
店
街

で
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
町
は
こ
の
1
年
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

観
光
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
で
、
開
通
の
効
果
を
計

る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
令
和
３

年
度
に
整
備
し
た
観
光
情
報
サ

イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
非
接
触

型
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
町
の
魅
力
を
発
信
し
た
。

今
年
度
は
、
観
光
協
議
会
を
中

心
に
積
極
的
に
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
来
訪

者
に
地
域
共
通
券
を
配
布
し
、

来
訪
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
町

内
に
は
様
々
な
観
光
資
源
を
有

し
て
お
り
、
中
部
横
断
自
動
車

道
を
利
用
さ
れ
る
観
光
客
の
誘

客
を
図
っ
て
い
る
。

問　

各
観
光
施
設
で
お
客
様
を
ど

の
よ
う
に
呼
び
込
も
う
と
し
て

い
る
の
か
、
積
極
的
な
誘
客
活

動
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
各
観
光

施
設
に
対
し
て
何
か
指
導
や
仕

掛
け
を
し
て
い
る
か
、
施
設
を

ど
の
よ
う
な
方
向
に
導
こ
う
と

し
て
い
る
か
。

観
光
課
長　

各
集
客
施
設
に
つ
い

て
、
特
色
を
持
ち
そ
の
魅
力
を

発
信
し
提
供
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。「
み
の
ぶ
自

然
の
里
」
で
は
、
農
泊
の
受
け

入
れ
県
と
連
携
し
た
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ト
ッ
ク
ス
キ
ャ
ン
プ
の
実

施
な
ど
、
指
定
管
理
者
の
創
意

工
夫
に
よ
り
自
然
豊
か
な
特
徴

を
生
か
し
た
施
設
運
営
に
努
め

て
い
る
。
今
後
、
身
延
観
光
協

議
会
が
中
心
的
な
役
割
を
担

い
、
情
報
・
課
題
を
共
有
し
、

関
係
団
体
が
横
軸
の
連
携
、
協

力
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

他
の
質
問
事
項

・	

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い

て

耕作放棄地の再生について
　　 耕作放棄地が拡大、農業従事者の戸数など把握できているか
　　町が進めている遊休農地の活用、施策展開内容は

　　��農林業センサスデータで把握、人・農地プランを策定して耕
作放棄地の解消に努めている（産業課長）

問

答

中部横断自動車道開通式
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木
喰
の
里
微
笑
館
の
充
実
を

問　

当
施
設
は
築
36
年
を
経
過

し
、
多
く
の
来
館
者
を
迎
え
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
施
設
も
改

修
を
加
え
な
が
ら
運
営
し
て
き

た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
、
空

調
設
備
や
Ａ
Ｖ
機
器
の
整
備
改

装
予
定
は
。

生
涯
学
習
課
長　

微
笑
館
は
木
喰

上
人
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
た
め

古
文
書
等
を
収
蔵
・
展
示
す
る

と
と
も
に
、
上
人
の
生
涯
や
作

品
の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
、
郷
土

の
生
ん
だ
偉
人
に
関
す
る
知
識

と
理
解
を
提
供
し
て
い
る
。

　
　

質
問
の
空
調
設
備
に
つ
い
て

は
、
微
笑
館
の
構
造
上
、
軒
が

深
い
造
り
に
な
っ
て
お
り
、
夏

場
の
直
射
日
光
を
遮
っ
て
く
れ

る
の
で
、
比
較
的
涼
し
い
空
間

を
維
持
で
き
て
い
る
。

　
　

ま
た
、ビ
デ
オ
室
の
Ａ
Ｖ
機

器
な
ど
は
随
時
更
新
し
て
お

り
、今
後
も
現
状
の
設
備
を
維

持
す
る
中
で
、設
備
や
展
示
品

の
適
切
な
管
理
を
図
っ
て
い
く
。

問　

微
笑
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
拡
充
計
画
は
あ
る
か
伺
う

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
古
関
か
ら
の
ル
ー
ト

は
、
舗
装
路
を
1.8
㎞
ほ
ど
登
る

が
、
対
向
車
が
来
て
も
待
避
所

も
ほ
と
ん
ど
無
い
。

　
　

久
那
土
か
ら
の
ル
ー
ト
も
、

途
中
の
横
手
集
落
ま
で
は
改
良

さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
先
は
や

は
り
狭
く
、古
関
ル
ー
ト
と
同

様
で
あ
る
。訪
問
客
の
口
コ
ミ
で

も
、ア
ク
セ
ス
道
路
の
拡
充
を

希
望
す
る
書
き
込
み
は
多
い
が
。

建
設
課
長　

微
笑
館
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
道
路
は
質
問
に
あ
る
２
ル

ー
ト
と
、
し
も
べ
道
の
駅
付
近

よ
り
微
笑
館
へ
と
通
ず
る
町
道

古
関
田
ノ
上
線
が
あ
り
、
こ
ち

ら
は
令
和
５
年
度
中
の
完
成
予

定
の
幅
員
５
ｍ
の
舗
装
路
で
あ

る
。

　
　

質
問
に
あ
る
２
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
現
在
早
急
な
道
路
改
良

計
画
は
な
い
が
、
町
道
古
関
田

ノ
上
線
の
完
成
後
の
利
用
状
況

等
を
見
な
が
ら
、
待
避
所
の
設

置
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。

健
康
増
進
施
設
の
名
称
等
は

問　

区
の
要
望
書
と
し
て
も
町
へ

提
出
さ
れ
て
い
る
が
、町
民
の

方
々
に
も
こ
の
事
案
に
つ
い
て

は
関
心
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ

え
て
質
問
す
る
。ま
ず
、施
設
の

名
称
に
つ
い
て
は
本
来
発
注
者

で
あ
る
町
が
決
め
る
も
の
と
考

え
る
が
、温
泉
導
入
や
立
地
を

鑑
み
、下
部
区
、下
部
観
光
協

会
、旅
館
組
合
の
総
意
と
し
て
、

下
部
温
泉
又
は
下
部（
し
も
べ
）

を
名
称
に
入
れ
て
欲
し
い
が
。

生
涯
学
習
課
長　

現
在
建
設
中
の

健
康
増
進
施
設
の
正
式
名
称
に

つ
い
て
は
、第
４
回
定
例
会（
12

月
議
会
）に
上
程
す
る
、設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に
条

文
を
設
け
示
す
予
定
で
あ
る
。

　
　

こ
の
事
業
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と

し
て
建
設
・
運
営
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
町
は
要
求
水
準
を
示

し
、
こ
れ
を
受
け
た
業
者
自
ら

の
創
意
工
夫
に
よ
り
要
求
水
準

を
満
た
す
具
体
的
手
法
等
が
提

案
さ
れ
る
。
名
称
に
つ
い
て
も

同
様
に
、
事
業
者
と
の
協
議
に

よ
り
決
定
す
る
。

　
　

な
お
、
セ
カ
ン
ド
ネ
ー
ム
に

つ
い
て
は
ま
だ
具
体
的
に
協
議

は
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
考
慮
し
、
年

内
に
は
決
定
し
た
い
。

問　

日
帰
り
を
受
け
入
れ
て
い
る

民
間
の
温
泉
施
設
、
飲
食
店
、

み
や
げ
店
に
つ
い
て
は
、
妥
協

点
を
見
出
し
、
お
互
い
が
不
安

を
抱
か
ぬ
よ
う
経
営
で
き
る
方

策
は
考
え
て
い
る
か
、
関
係
者

と
の
話
し
合
い
の
場
は
。

生
涯
学
習
課
長　

施
設
の
開
業
を

契
機
と
し
て
、
当
施
設
は
も
と

よ
り
、
町
内
の
宿
泊
施
設
、
日

帰
り
温
泉
、
飲
食
店
や
観
光
施

設
な
ど
、
町
全
体
に
お
け
る
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
日
帰

り
観
光
か
ら
宿
泊
観
光
へ
の
シ

フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
、
ま
た
地
元
の

皆
様
と
の
相
乗
効
果
を
狙
い
、

下
部
温
泉
郷
、
牽
い
て
は
本
町

全
体
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
進
め
て

い
く
。
関
係
者
と
の
話
し
合
い

は
区
が
代
表
窓
口
と
考
え
て
い

る
。

木喰の里微笑館の充実について
　　 木喰の里微笑館は今後、空調設備や AV 機器の整備改修の

予定はあるか

　　��昭和61年６月に開館した微笑館は、構造上軒が深く、展示
品の劣化軽減と、猛暑日でも比較的涼しい空間を維持してお
り、AV機器も随時更新している（生涯学習課長）

問

答

木喰仏

町道古関田ノ上線の状況
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暮らしやすい町のために
　　 ＪＡ山梨みらいの町内にある ATM の存続を

　　�
　　�ATM の利用回数が多くなるよう、町民の皆さんと一緒に存続

できるよう頑張っていく。（町長）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
に
つ
い
て

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

と
子
ど
も
を
含
め
た
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長　

４
月
が
24
人

で
、
５
月
33
人
、
６
月
13
人
と

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
７
月
が

66
人
、
８
月
が
２
６
４
人
と
急

増
し
た
。
若
年
層
に
な
る
に
従

っ
て
接
種
率
は
低
く
な
り
、
さ

ら
に
各
年
齢
層
と
も
共
通
し
て

い
る
の
が
、
回
数
を
重
ね
る
ご

と
に
接
種
率
が
低
く
な
る
。

問　

子
ど
も
が
陽
性
に
な
り
、
特

に
パ
ー
ト
な
ど
の
母
親
が
働
け

な
く
な
っ
た
時
の
給
付
制
度
は

あ
る
か
。

福
祉
保
健
課
長　

町
に
は
な
い

が
、
国
や
県
に
は
あ
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
慎
重
に

問　

副
反
応
の
た
め
積
極
的
勧
奨

が
中
止
さ
れ
て
い
た
が
対
象
者

へ
の
接
種
を
勧
め
る
通
知
が
出

さ
れ
た
。
町
と
し
て
ど
う
勧
め

て
い
く
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

効
果
と
リ

ス
ク
を
十
分
に
検
討
し
て
も
ら

う
た
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封

し
、
迷
っ
て
い
る
方
に
は
主
治

医
と
の
相
談
を
勧
め
た
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

軽
減
を

問　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
が
重
い
と
い
う
声
が
あ
る
が

軽
減
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

利
用
者
の
声
な

ど
に
よ
り
利
用
者
負
担
金
の
軽

減
に
つ
い
て
検
討
し
準
備
を
し

て
い
る
。

Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
の
町
内
に

あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
廃
止
に
つ
い
て

問　

中
富
直
売
所
と
旧
下
部
ふ
れ

あ
い
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
廃
止
予
定

と
な
っ
て
い
る
が
、
廃
止
さ
れ

た
ら
困
る
と
存
続
を
望
む
声
が

あ
る
。
町
と
し
て
存
続
に
向
け

何
か
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

地
域
の
実
情
な
ど
利

用
者
の
声
を
重
視
し
て
い
た
だ

き
、
存
続
で
き
る
よ
う
Ｊ
Ａ
へ

要
請
し
て
い
く
。

問　

Ｊ
Ａ
は
単
な
る
金
融
機
関
で

は
な
く
地
域
の
暮
ら
し
と
密
着

し
た
協
同
組
合
で
こ
れ
ま
で
支

え
て
き
た
お
年
寄
り
が
困
る
こ

と
に
な
る
が
。

町
長　

行
政
か
ら
も
お
願
い
す
る

が
、
利
用
が
あ
っ
て
と
い
う
Ｊ

Ａ
の
考
え
な
の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

利
用
回
数
が
多
く
な
る
よ
う
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

一
緒
に
存
続
で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
く
。

山
梨
県
上
空
で
の
空
中
給
油

訓
練
の
中
止
を

問　

米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛
行
訓

練
を
含
め
空
中
給
油
訓
練
な
ど

を
実
施
し
な
い
よ
う
町
と
し
て

求
め
る
べ
き
だ
が
。

交
通
防
災
課
長　
一
つ
の
町
で
な

く
、
県
や
関
係
自
治
体
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
安
全
性
の
確

保
に
つ
い
て
申
し
出
を
し
て
い

く
。

問　

要
望
書
は
ど
こ
に
持
っ
て
行

っ
て
も
ら
え
る
の
か
。

町
長　

私
が
町
村
会
の
中
で
提
案

し
、そ
れ
を
県
に
要
請
す
れ
ば
、

県
の
県
民
生
活
部
を
窓
口
に
防

衛
省
・
米
軍
へ
要
請
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

問

答

キャッチアップ QR
（厚生労働省）

詳細はこちらから
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●�

令
和
４
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
に
、
３
７
２
５
万
６

０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
、

歳
入
歳
出
総
額
１
０
７
億
５
２
５

３
万
９
０
０
０
円
と
す
る
。

（
歳
入
）

・ 

県
支
出
金（
生
活
困
窮
者
緊
急
生

活
支
援
金
給
付
事
業
費
補
助
金

３
７
２
５
万
６
０
０
０
円
増
額
）

（
歳
出
）

・ 

総
務
費
（
生
活
困
窮
者
緊
急
生

活
支
援
金
費
３
７
２
５
万
６
０

０
０
円
増
額
）

契
約

●�

身
延
中
学
校
新
校
舎
建
設
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

（
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額 

20
億
７
８
０
０
万
円　

・ 

契
約
先　

早
野
組
・
長
田
組
土

木
・
三
井
建
設
工
業
身
延
中
学

校
新
校
舎
建
設
工
事
共
同
企
業

体
・
完
成 

令
和
６
年
３
月
１
日

●�

身
延
町
学
校
新
校
舎
機
械
設
備

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額 

２
億
４
６
８
４
万
円

・ 

契
約
先　

雨
宮
工
業
・
身
延
総

合
設
備
・
大
南
設
備
身
延
中
学

校
新
校
舎
機
械
設
備
工
事
共
同

企
業
体

・
完
成 

令
和
６
年
３
月
１
日

●�

身
延
中
学
校
新
校
舎
電
気
設
備

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額 

１
億
８
７
０
０
万
円

・ 

契
約
先　

中
楯
電
気
・
雨
宮
電

気
・
阿
久
津
電
気
身
延
中
学
校

新
校
舎
電
気
設
備
工
事
共
同
企

業
体

・
完
成 

令
和
６
年
３
月
１
日

●�

身
延
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額 

３
億
４
９
１
４
万
円

・ 

契
約
先　

長
田
組
土
木
・
興
龍

社
身
延
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
共
同
企
業
体

・
完
成 

令
和
５
年
４
月
28
日

●�

身
延
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

機
械
設
備
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

（
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額 

１
億
６
５
０
０
万
円

・ 

契
約
先　

身
延
総
合
設
備
・
一

水
工
業
身
延
町
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
機
械
設
備
工
事
共
同
企
業
体

・
完
成 

令
和
５
年
４
月
28
日

●�

身
延
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

電
気
設
備
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

（
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額 

７
８
１
０
万
円

・ 

契
約
先　

若
尾
電
気
・
山
田
電

気
工
業
身
延
町
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
電
気
設
備
工
事
共
同
企
業
体

・
完
成 

令
和
５
年
４
月
28
日

財
産
の
取
得

●
空
気
清
浄
機�

40
台

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額

 

６
７
４
万
７
４
０
０
円

・
契
約
先 

㈱
マ
ル
ア
イ
産
機

・
納
入
期
限 

令
和
４
年
９
月
15
日

●
給
食
配
送
車�

２
台

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約
）

・
契
約
金
額 

１
９
２
４
万
円

・
契
約
先 

河
西
工
業
㈲

・
納
入
期
限 

令
和
５
年
８
月
11
日

第 3 回 臨 時 会
　8月31日、第３回臨時会が招集され、会期日程１日間で開会した。
　当局より、町長、副町長、教育長他、幹部職員7名の出席のもと、
提出議案、補正予算 1件、契約 6件、財産の取得 2件が提出され、
当局による内容説明の後、質疑、採決が諮られ、全会一致で可決され、
即日閉会した。

臨時会とは
　臨時会とは、必要が
ある時、特定の事件に
限り審議するために招
集される。定例会は、
年 4回と定められて
いるが、臨時会は必要
があれば、制限なく開
くことができる。

　

令
和
４
年
９
月
27
日
に
柿
島

良
行
議
員
か
ら
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
、９
月
30
日
付
け
で
辞
職
願

が
提
出
さ
れ
、閉
会
中
の
た
め
、

同
日
上
田
孝
二
議
長
が
承
諾
し
、

辞
職
が
認
め
ら
れ
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

経
歴

　

平
成
24
年
10
月
１
日
初
当
選

　

	

令
和
４
年
９
月
30
日
の
辞
職

ま
で
４
期
連
続
当
選

役
職
歴

議
長

　

平
成
29
年
11
月
６
日

　
　
　

～
令
和
３
年
10
月
31
日

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長

　

平
成
25
年
11
月
６
日

　
　
　

～
平
成
27
年
11
月
26
日

議
会
運
営
委
員
長

　

平
成
27
年
11
月
26
日

　
　
　

～
平
成
29
年
11
月
６
日

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
長

　

令
和
4
年
3
月
17
日

　
　
　

～
令
和
４
年
９
月
30
日

監
査
委
員

　

令
和
３
年
11
月
８
日

　
　
　

～
令
和
４
年
９
月
30
日

柿
島
良
行
議
員
の
辞
職
に
つ
い
て
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町長行政報告
望月　幹也 町長

木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結

木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結

山
梨
県
・
山
梨
県
木
材
協
会

山
梨
県
・
山
梨
県
木
材
協
会
・・
身
延
町

身
延
町
・・
町
教
育
委
員
会
の
４
者
で
締
結
式

町
教
育
委
員
会
の
４
者
で
締
結
式

◇
は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
７
波

の
感
染
拡
大
は
、
い
つ
ど
こ
で
感

染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
模
索
し
、
町
民
の
皆
様
が
一
日

も
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
努
め
て
い
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
体
制
確
保
に
つ
い
て

も
10
月
半
ば
以
降
、
初
回
接
種
完

了
者
全
員
に
対
し
て
接
種
を
実
施

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
国
か
ら

発
せ
ら
れ
る
情
報
に
注
視
し
な
が

ら
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

次
に
明
る
い
話
題
と
し
て
山
梨

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
軟
式
野

球
の
部
で
身
延
中
学
校
野
球
部
が

念
願
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
今
後

の
更
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
。

●
令
和
４
年
度
の
普
通
交
付
税

が
決
定

　

本
町
の
普
通
交
付
税
額
は
、
昨

年
度
と
比
較
し
て
７
７
０
０
万
円

少
な
い
、
40
億
１
３
７
４
万
９
０

０
０
円
で
あ
っ
た
。
歳
入
予
算
額

の
約
半
分
を
地
方
交
付
税
が
占
め

る
本
町
で
は
、
今
後
と
も
財
政
運

営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
く
。

●�

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
に
つ
い
て

　

感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化

す
る
中
、
国
の
補
助
を
受
け
、
18

歳
以
下
の
児
童
を
養
育
す
る
子

育
て
世
帯
に
対
し
、
1
人
５
万

円
を
給
付
す
る
事
業
で
す
が
、
７

月
現
在
、
35
世
帯
64
人
に
対
し
、

３
２
０
万
円
を
支
給
し
た
。

●�
「
身
延
町
ワ
ン
だ
ふ
る
商
品

券
」
の
給
付
事
業
に
つ
い
て

　

昨
年
度
ま
で
に
３
度
に
わ
た
り

町
民
1
人
６
万
円
の
商
品
券
を
給

付
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
長
期

間
に
わ
た
る
経
済
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
、
事
業
者
へ
の
更

な
る
支
援
と
地
域
で
の
消
費
喚
起

を
促
す
こ
と
で
、
元
気
な
町
を
取

り
戻
す
た
め
、
1
人
２
万
円
の
商

品
券
の
給
付
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

●
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結

に
つ
い
て

　

長
崎
知
事
の
出
席
を
頂
き
、身

延
町
・
町
教
育
委
員
会
・
山
梨
県

木
材
協
会
・
山
梨
県
の
４
者
に
よ

り
締
結
式
を
行
な
っ
た
。こ
の
協

定
は
、町
は
先
駆
的
事
例
と
な
る

木
材
に
よ
る
中
学
校
新
校
舎
の
建

設
に
よ
り
、木
材
利
用
の
意
義
を

町
内
外
に
広
く
情
報
発
信
を
し
て
、

町
内
の
建
築
物
に
お
け
る
木
造

化
・
木
質
化
に
よ
る
木
材
利
用
の

促
進
を
図
る
事
を
目
的
と
す
る
。

●
中
学
校
新
校
舎
・
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ
い
て

　

両
事
業
に
つ
い
て
９
月
１
日
、

安
全
祈
願
祭
及
び
起
工
式
に
関
係

者
多
数
ご
列
席
を
賜
り
、無
事
終

了
し
た
。新
中
学
校
は
、令
和
６
年

４
月
の
供
用
開
始
を
予
定
、給
食

セ
ン
タ
ー
は
、令
和
５
年
８
月
夏

休
み
明
け
の
供
用
開
始
を
予
定
。

●
道
の
駅
「
し
も
べ
」
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

　

改
修
工
事
を
終
え
、
７
月
１
日

に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
な
っ
た
。
付
加
価
値
と
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
施
設
・
シ
ャ
ワ
ー
室
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
・
み
そ
づ
く

り
体
験
・
授
乳
室
・
テ
レ
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
併
設
し
た
特
色

の
あ
る
道
の
駅
で
、
若
年
層
や
家

族
連
れ
も
多
く
訪
れ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

※ 

本
議
会
定
例
会
の
閉
会
時
に
町

長
よ
り
以
下
報
告
が
あ
っ
た
。

　
『
こ
の
度
、
五
条
ヶ
丘
活
性
化

推
進
協
議
会
が
令
和
４
年
度
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
優
良
事
例
表
彰

に
お
い
て
「
全
国
過
疎
地
域
連
盟

会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
表
彰
は
、
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
と
風
格
の
醸
成
を
目
指
し
た

過
疎
地
域
の
取
り
組
み
を
奨
励
す

る
も
の
で
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
創
意
工
夫
、
優
良
事
例
で
あ

る
と
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
表

彰
式
は
10
月
に
熊
本
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
執
り

行
な
わ
れ
ま
す
。』
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★組合議会の報告（P18）
●臨時会について、ワンだふる商
品券が可決されるという素早さ
に好感が持てます。

●第２回臨時会、町民 1 人当たり
２万円の町内限定商品券配布の
可決、コロナ禍のもと町民とし
てはありがたいです。資金の原
資もよくわかりました。

★一般質問７人（P11～ 16）
●火の見やぐらの撤去についての質
問がありましたが、地域に目配り
をしてくれる議員さんがいること
は、本当に有り難いことだと感じ
ました。コロナの影響で、防災訓
練や活動が減り、住民の防災意識
の低下が懸念されます。コロナ禍
でも出来る取り組みを考え、実行
してほしいです。

●日頃、疑問に感じていることが多
く質疑されていて良かったと思
う。あけぼの大豆については町内
で生産されているものは、すべて
があけぼの大豆と言うイメージを
町外の人はもっています。しだれ
桜の里事業は多くの予算を費やせ
ている割に、町民にあまり知られ
ていないように感じます、もっと
ＰＲしたほうが良いのではないか
と思います。

★町長行政報告（P17）
●本町特産「あけぼの大豆」【Ｇ

ジーアイ

Ｉ】
に登録。特産品を保持又は継続す
る為に強力的に取り組む重要性を
感じました。地産地消を守る上か
らも大いに発展して欲しいし、身
延町の目玉になると感じます。

●旧久那土中学校の校舎の活用が進
み校舎の使用に関する賃貸契約が
結ばれたとあるが、随時具体的な
進展の報告を求めたい。

★議案に対する賛否（P10）
●議長の採決への参加表記が今回か
ら変わっていたので、同数のとき
のみの参加であることを初めて知
りました。こちらの表現の方が適
切で良いと思います。

★モニター通信（P19）
●1つの項目に対して良い、良くな
いと相反する意見がありまとめ
るのが大変だと思いますが、読
みたくなる議会だより作りを目
指していただきたいと思います。

●素晴らしいの一言。モニターの皆
さんの積極的意見が聞け、参考
になりました。前進的に一方通
行にならず、反映できる事は参
考にしてほしいと思いました。

★おじゃまします（P20）
●見知った顔がチラホラと、昨年設
立されたようで、初めて存在を
知りました。私のようにこの記
事を通じ、知る人も多いと思う
のでこの欄は継続していただき
たいと思います。

●町にあるいろいろな諸団体の紹
介をありがとうございます。若
者が少ない中での若者の活動を
期待します。身延町を盛り上げ
て下さい。

議会だよりNo.71
記載内容の訂正について

P3�財産の取得
○可搬式消防ポンプ　７台
・配備先
　中富第１分団
　第 2分団第 6部
　第 3分団第 3部
　　　➡　　　　
　第 3分団第 2部
　※数字の修正

★表紙について（P1）
●この写真を見たとき、微笑ましい
写真だが 1人の子どものアップ
に、ここに写らなかった他の子
ども達の家族はどの様に感じた
だろうかと先ず思ってしまった。
自然の風景、花、生き物など一度
載せてみてはいかがか。

●お子様達の夢見る表情がとても
素敵です。こちらまで心を躍ら
されます。きっと想いが届いた
ことでしょう。

★第2回定例会議案説明会
（P2～3）

●紙面全体で、「です。ます。」調が
柔らかな文体になり、親しみを
感じます。

●いろいろな予算金額がわかり良
いとおもいますが各事案に対し、
『こうだからこれだけの予算が必
要である』と明記したほうが分
かりやすいと思う。

★常任委員会レポート報告
（P6～8）

●第２回定例会議案説明の内容を
常任委員会レポートの質疑応答
で補足説明しているのですね、
読んでみて具体的な内容がわか
りました。

●猫不妊去勢手術費補助事業のこ
とがページの中心に記載されて
いて　すぐに目に入り良かった
です。猫のイラストもかわいい
です。それに比べたら、空気清浄
機と分湯槽の写真が暗いです。

★第2回定例会・第2回臨時会
質疑・討論（P9）

●上記と同じく、内容は問題ありま
せんが、問いが黒、答えが青は少
し見づらく感じます。答えの文
章を太字にすると見やすいのか
なと個人的に思います。

●「オルガノプラントサービス」が
サービスの種類だと思って検索
したところ事業者名でした。前
後の表記からは分かりにくかっ
たです。

（議会だより№71の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信
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編
集
後
記
の
内
容
は
、多
岐

に
わ
た
り
ペ
ー
ジ
内
に
詰
め
込

む
こ
と
が
困
難
で
編
集
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
苦
慮
し
て
お
り

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
訴
え
た
い
内

容
を
簡
潔
に
と
、精
査
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。記
載
し
た
い
内

容
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。（
昇
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
伊
藤
達
美

副
委
員
長
　
深
山
光
信

委
員
　
遠
藤
公
久

佐
野
　
昇

山
下
利
彦

佐
野
知
世

編 集 後 記

過去の議会だよりは、
こちらから閲覧できます。➡

■発行：山梨県身延町議会　　■編集：議会広報編集委員会　　■発行日：令和４年11月１日

　西嶋グランドゴルフ愛好会は、会員相互の親睦・融和と一層の健康増進を目指し、毎日が楽しく幸せ
な生活ができることを目標として結成されました。当時の会員は 60 名を超える大所帯でした。お互い
が楽しさを共有しつつ活動を続けてきましたが、時代の変遷で、年々高齢化が進み現在の会員数は 37
名に減りましたが、会員一同目的達成のため頑張っています。現在の活動状況は次のとおりです。会員
を募集していますので下記へお問い合わせください。
　〇会場　身延清稜小学校校庭　
　〇 4 月から 10 月までは午前 9 時スタート。11 月から 3 月までは午後 1 時スタート。　
　〇用具の貸し出しもございます。

西嶋グランドゴルフ愛好会
健康な体づくりと地域のきずなを深めるために！

お問合せ
西嶋グランドゴルフ愛好会
〒409-3301身延町西嶋576-4
電話：0556-42-2687　伊藤

おじ まし すまゃ

さあ、どこへ打とうか思案中です

成績発表前の点数計算中です

なかなか思うようにポールポストに入りません

コロナ前の夏場は夜間にやっていました

みのワン


